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(57)【要約】
ネットワーク通信環境内の１つの仮想領域(172)の複数
のゾーン(213-215)の空間的なレイアウトが表示される
。ユーザは該複数のゾーン(213-215)のうちの１つ又は
２つ以上の各々内にプレゼンスを有することができる。
ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)及び対話制
御(210,218,220,222)が提示される。ナビゲーション制
御手段は仮想領域(172)内にプレゼンスを確立すべき場
所をユーザが指定することを可能にする。対話制御手段
はネットワーク通信環境内の他の通信者の一人又は二人
以上との対話をユーザが管理することを可能にする。ナ
ビゲーション制御手段(178,180,184,208)を介して受信
した入力に応じて、複数のゾーン(213-215)のうちの１
つ又は２つ以上の各々内にユーザのそれぞれのプレゼン
スが確立される。通信者がそれぞれプレゼンスを有する
複数のゾーン(213-215)の各々における通信者のそれぞ
れのグラフィック表現(200,202)が描画される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータにより実施される方法であって、
　モニタ(50)上に、ネットワーク通信環境内の１つの仮想領域(172)の複数のゾーン(213-
215)の空間的なレイアウトを表示し、該複数のゾーンのうちの１つ又は２つ以上の各々内
にユーザがプレゼンスを有することができ、
　前記モニタ(50)上に、ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)及び対話制御手段(21
0,218,220,222)を提示し、該ナビゲーション制御手段が、前記仮想領域(172)内のプレゼ
ンスを確立すべき場所をユーザが指定することを可能にし、及び前記対話制御手段が、前
記ネットワーク通信環境内の一人又は二人以上の他の通信者との対話をユーザが管理する
ことを可能にし、
　前記ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)を介して受信した入力に応じて、前記
複数のゾーン(213-215)のうちの１つ又は２つ以上の各々内にユーザのプレゼンスをそれ
ぞれ確立し、及び、
　前記モニタ(50)上に、通信者がそれぞれプレゼンスを有する前記複数のゾーン(213-215
)の各々内に該通信者のそれぞれのグラフィック表現(200,202)を描画する、
コンピュータにより実施される方法。
【請求項２】
　前記表示ステップが、前記複数のゾーン(213-215)を、物理的な環境の構成要素のそれ
ぞれのグラフィック表現として表示するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記表示ステップが、前記複数のゾーン(213-215)を、建物に関連づけられた物理的な
空間のそれぞれのグラフィック表現として表示するステップを含む、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　ユーザが、仮想領域内の通信者の対話を、該対話が発生している場所に関連して該ユー
ザがプレゼンスを有する場所に依存するそれぞれの詳細レベルで知覚することを可能にす
る更なるステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記更なるステップが、ユーザがプレゼンスを有する１つ又は２つ以上のゾーン(213-2
15)内の通信者と該ユーザが話すこと及び聞くことを可能にするが該ユーザがプレゼンス
を有さないゾーン(213-215)内の通信者と話すこと及び聞くことを可能にしないステップ
を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記更なるステップが、ユーザがプレゼンスを有する１つ又は２つ以上のゾーン(213-2
15)で共有されている文書を該ユーザが見ることを可能にするが該ユーザがプレゼンスを
有さないゾーン(213-215)で共有されている文書を該ユーザが見ることを可能にしないス
テップを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記モニタ(50)上に表示されている複数のゾーン(213)のうちの選択された１つを実行
するためのユーザコマンドに応じて、前記描画ステップが、該選択されたゾーン(213)内
に該ユーザのグラフィック表現(192)を描画するステップを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記表示ステップが、仮想領域(172)の全ての描画可能なゾーン(213-215)のビューを領
域マップ内に表示するステップを含み、
　前記ユーザコマンドに応じて、前記選択されたゾーン(213)と該選択されたゾーン(213)
に隣接する仮想領域の周囲部分(211)とのズームインビューを前記領域マップ内に表示す
る、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
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　前記仮想領域の周囲部分(211)の何れかを実行するためのユーザコマンドに応じて、前
記選択されたゾーン(213)のズームアウトビューと増大した量の前記周囲部分(211)とを表
示する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モニタ上に表示されている前記複数のゾーン(213)のうちの１つのユーザ選択に関
連する入力コマンドの受信に応じて、該ユーザのグラフィック表現(192)を、該選択の前
に該ユーザがプレゼンスを有していたゾーン(190)から該選択されたゾーン(213)へと移動
させる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記移動ステップが、前記ユーザを前記選択されたゾーン(213)内の所定の一組の位置
のうちの１つへと移動させるステップを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記入力コマンドがコンピュータマウスのダブルクリックコマンドとして受信される、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記モニタ上に表示されている前記複数のゾーンのうちの１つのユーザ選択に関連する
プレゼンスコピーコマンドの受信に応じて、該選択されたゾーン(213)内のユーザのそれ
ぞれのグラフィック表現を描画すると共に、該選択の前に該ユーザがプレゼンスを有して
いた複数のゾーン(190)の各々における該ユーザのそれぞれのグラフィック表現を描画し
続ける、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プレゼンスコピーコマンドがコンピュータマウスのシフト・ダブルクリックコマン
ドとして受信される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記描画ステップが、前記ディスプレイ上の別個のウィンドウ内に提示されているそれ
ぞれのビュー内に前記ユーザのグラフィック表現(190)の各々を描画するステップを含む
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記描画ステップが、複数の前記ウィンドウにそれぞれ関連づけられているユーザ選択
可能なタブを前記モニタ(50)上に提示するステップを含み、該タブの何れかのユーザ選択
に応じて、該選択されたタブにそれぞれ関連づけられているウィンドウの内容のみを共通
表示領域内に表示する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記提示ステップが、前記ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーンの各々に関連づけ
られている音声のローカルなサウンド表現をユーザがそれぞれ独立して制御することを可
能にする対話制御手段を提示するステップを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記提示ステップが、前記ユーザがローカルなマイク信号を該ユーザが同時にプレゼン
スを有する複数のゾーン(213)のうちの１つのみに選択的に送信することを可能にする対
話制御手段(220)を提示するステップを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複数のゾーン(213)のうちの選択された１つにユーザが入ったことに応じて、該ユ
ーザと該選択されたゾーン(213)内にいる他の通信者の各々との間のネットワーク接続を
自動的に確立する、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　他の複数の通信者(200,202)のグラフィック表現のうちの１つのユーザ選択に応じて、
該選択されたグラフィック表現に関連づけられている通信者に関する情報及びユーザ選択
可能な制御手段を含むウィンドウを表示する、というステップを更に含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項２１】
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　前記ユーザ選択可能な制御手段が、ユーザが前記選択されたグラフィック表現(200,202
)に関連づけられている通信者から受信したオーディオ信号を選択的にミュートさせるこ
とを可能にするミュートボタンを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数のゾーン(213)のそれぞれにおけるビュースクリーンオブジェクト(293)のグラ
フィック表現のユーザ選択に応じて、該ユーザにデータファイルを選択するよう促すファ
イル選択インタフェイス(319)を表示し、
　該ファイル選択インタフェイス(310)を介したデータファイルのユーザ選択に応じて、
モニタ上のビュースクリーンオブジェクト(293)内に該データファイルの内容の表現を表
示する、
という各ステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　ユーザに提示された仮想領域のビューの時間順に整列されたリストを含む履歴を記録す
るステップを更に含み、前記提示ステップが、ユーザが仮想領域(172)の現在のビューを
前記履歴中の複数のビューのうちの選択された１つへと変更することを可能にするナビゲ
ーション制御手段(178,180,182,184)を提示するステップを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項２４】
　前記提示ステップが、階層的な順序の連続的なユーザ選択可能なリンク(207)を描画す
るステップを含み、該連続的なリンク(207)の各々が、仮想領域(172)の階層的なモデルに
おけるそれぞれのレベルに対応するものであり、該連続的なレベルの各々がそれに先行す
るレベルに含まれるものである、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記提示ステップが、ユーザが現在のビューを前記履歴中の複数のビューのうちの先行
するビューへと増分的に変更することを可能にする後退制御手段(178)を描画し、及びユ
ーザが現在のビューを前記履歴中の複数のビューのうちの後続のビューへと増分的に変更
することを可能にする前進制御手段(180)を描画する、という各ステップを含む、請求項
２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記提示ステップが、前記ユーザが前記仮想領域(172)の現在のビューに示されている
場所をプレイスマークすることを可能にするプレイスマーク制御手段(182)を提示するス
テップ含み、更に、
　該プレイスマーク制御手段(182)のユーザ選択に応じて、現在のビューに示されている
場所のイメージを、仮想領域(172)内の対応する場所へのハイパーリンクに関連づけて格
納し、
　ユーザによりプレイスマークされた全ての場所のイメージを含むプレイスマークウィン
ドウを提示し、該プレイスマークウィンドウ内のイメージの各々が、それぞれのユーザ選
択可能なハイパーリンクに関連づけられており、
　前記プレイスマークウィンドウ内の複数のハイパーリンクのうちの１つのユーザ選択に
応じて、該選択されたハイパーリンクに関連づけられている場所に対応する仮想領域(172
)のビューを自動的に表示する、
という各ステップを含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記プレイスマークウィンドウ内に提示される複数のイメージのうちの少なくとも１つ
が、仮想領域(172)内の対応する場所で発生しているリアルタイム対話の描画に対応する
ものである、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　仮想領域内のユーザのプレゼンス状態の時間順に整列されたリストを含む履歴を記録す
るステップを更に含み、前記提示ステップが、ユーザが該ユーザのプレゼンス状態を前記
履歴中の複数のプレゼンス状態のうちの先行するプレゼンス状態へと増分的に変更するこ
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とを可能にする後退制御手段(178)を描画し、及びユーザが該ユーザのプレゼンス状態を
前記履歴中の複数のプレゼンス状態のうちの後続のプレゼンス状態へと増分的に変更する
ことを可能にする前進制御手段(180)を描画する、という各ステップを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項２９】
　前記表示ステップが、ユーザが仮想領域(172)をナビゲートする際に前記複数のゾーン(
213-215)の異なるビューのイメージをモニタ(50)上に表示するステップを含み、該イメー
ジの各々が、個々のユーザ選択可能なナビゲーション制御手段にそれぞれ関連づけられて
いる個々の一組の画素を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記表示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーン(213)のうちのユーザ
により選択された１つの第１のビューを表示し、及びこれと同時に、前記選択されたゾー
ン(213)と該選択されたゾーン(213)に隣接する仮想領域の周囲部分(211)との第２のビュ
ー(256)を表示する、という各ステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３１】
　前記表示ステップが、前記第１のビューを前記選択されたゾーン(213)の2.5次元ビュー
(166)として表示し、及び前記第２のビューを該選択されたゾーンと該選択されたゾーン
に隣接する仮想領域(172)の周囲部分との２次元平面図(256)として表示する、という各ス
テップを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記表示ステップが、前記第１のビューを前記選択されたゾーン内のビュースクリーン
オブジェクト(291)の２次元ビューとして表示し、及び前記第２のビューを該選択された
ゾーン(256)の2.5次元ビューとして表示する、という各ステップを含む、請求項３０に記
載の方法。
【請求項３３】
　前記表示ステップが、複数の前記ナビゲーション制御手段(280-288)のうちの１つ又は
２つ以上と、複数の前記対話制御手段のうちの１つ又は２つ以上とを、前記第２のビュー
に関連づけて表示するステップを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記表示ステップが、前記選択されたゾーン(213)内にプレゼンスを有する全ての通信
者のグラフィック表現を前記第２のビュー内に描画するステップを含む、請求項３０に記
載の方法。
【請求項３５】
　前記提示ステップが、仮想領域(172)の現在のビューに関連づけてマイクボタン(220)及
びスピーカボタン(218)を提示するステップを含み、該マイクボタン(220)が、ユーザが、
ローカルなマイク信号を、該ユーザがプレゼンスを有する現在のビュー内の複数のゾーン
のうちの少なくとも１つに関連づけられている他の通信者に送信することを選択的に使用
可能又は使用不能にすることを可能にするものであり、及び前記スピーカボタン(218)が
、ユーザが、該ユーザがプレゼンスを有する現在のビュー内の複数のゾーンのうちの少な
くとも１つに関連づけられている他の通信者から受信した音声のローカルな表現を選択的
に使用可能又は使用不能にすることを可能にするものである、請求項１に記載の方法。
【請求項３６】
　前記提示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーンのそれぞれに関連づけ
てチャットボタン(222)を提示するステップを含み、該チャットボタン(222)のユーザ選択
に応じて、ユーザが他の通信者とテキストメッセージを交換することを可能にするチャッ
トウィンドウ(224)を表示する、というステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３７】
　前記提示ステップが、前記チャットウィンドウ(224)内にマイクボタン(236)及びスピー
カボタン(234)を提示するステップを含み、該マイクボタン(236)が、ユーザが、ローカル
なマイク信号を、それぞれのゾーンに関連づけられている他の通信者に送信することを選
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択的に使用可能又は使用不能にすることを可能にするものであり、及び前記スピーカボタ
ン(234)が、ユーザが、それぞれのゾーンに関連づけられている他の通信者から受信した
音声のローカルな表現を選択的に使用可能又は使用不能にすることを可能にするものであ
る、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記提示ステップが、前記チャットウィンドウ(224)内にミニマップボタン(240)を提示
するステップを含み、該ミニマップボタン(240)のユーザ選択に応じて、ユーザがプレゼ
ンスを有する複数のゾーンのそれぞれのビューと、該それぞれのゾーン内にプレゼンスを
有する全ての通信者のグラフィック表現とを表示する、というステップを更に含む、請求
項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記提示ステップが、加入ボタン(210)を提示するステップを含み、該加入ボタン(210)
のユーザ選択に応じて、利用可能な通信者のリスト(250)を表示し、及び該リスト(250)中
の複数の通信者のうちの一人のユーザ選択に応じて、複数のゾーン(213)のうちの指定さ
れた１つのゾーン内のユーザに参加するための招待状を該選択された通信者へ送信する、
という各ステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４０】
　ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーン(213)のそれぞれに関連づけて加入ボタン(21
0)が提示され、前記リスト(250)中の複数の通信者のうちの一人のユーザ選択に応じて、
それぞれのゾーン(213)内のユーザに参加するための招待状を該選択された通信者へ送信
する、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　ユーザに関連づけられた連絡先のリストと該連絡先がプレゼンスを有する複数のゾーン
のそれぞれの指示とを含む連絡先ウィンドウ(247)を表示するステップを更に含み、前記
加入ボタンが該連絡先ウィンドウ(247)内に提示され、前記リスト内の複数の連絡先のう
ちの１つのユーザ選択に応じて、該ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーンのそれぞれ
において該ユーザに参加するための招待状を該選択された連絡先へ送信する、という各ス
テップを更に含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４２】
　前記提示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーン(213)のそれぞれに関
連づけて退出ボタン(216)を提示するステップを含み、該退出ボタン(216)のユーザ選択に
応じて、前記それぞれのゾーン(213)における前記ユーザのプレゼンスを終了させるステ
ップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４３】
　仮想領域の複数のゾーンのうちの描画可能なゾーンのうちの１つ又は２つ以上のフィル
タリングされたリストを含むゾーンウィンドウ(350)を表示するステップを更に含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記表示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーンの全てのリスト(352)
を前記ゾーンウィンドウ(350)内に表示するステップを含む、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　ユーザに関連づけられている１つ又は２つ以上の仮想領域のビューを含む領域ウィンド
ウ(342)を表示するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４６】
　前記複数のゾーンのそれぞれに関連づけられているイベントを記述する通知ウィンドウ
(360)を表示するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４７】
　前記通知ウィンドウ(360)が前記それぞれのゾーンへのハイパーリンクを含み、該ハイ
パーリンクのユーザ選択に応じて、該ユーザのグラフィック表現を、該選択の前に該ユー
ザがプレゼンスを有していたゾーンから前記それぞれのゾーンへ移動し、及び該それぞれ
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のゾーン内に該ユーザのプレゼンスを確立する、という各ステップを更に含む、請求項４
６に記載の方法。
【請求項４８】
　コンピュータ読み取り可能プログラムコードを有する少なくとも１つのコンピュータ読
み取り可能媒体(124,126)であって、該コンピュータ読み取り可能プログラムコードが、
コンピュータ(52)により実行された際に、
　モニタ(50)上に、ネットワーク通信環境内の仮想領域(172)の複数のゾーン(213-215)の
空間的なレイアウトを表示し、該複数のゾーンのうちの１つ又は２つ以上の各々にユーザ
がそれぞれのプレゼンスを有することが可能であり、
　モニタ(50)上に、ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)及び対話制御手段(210,21
8,220,222)を提示し、該ナビゲーション制御手段が、ユーザが仮想領域(172)内にプレゼ
ンスを確立すべき場所を指定することを可能にするものであり、及び前記対話制御手段が
、ユーザが前記ネットワーク通信環境内の一人又は二人以上の他の通信者との対話を管理
することを可能にするものであり、
　前記ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)を介して受信した入力に応じて前記複
数のゾーン(213-215)のうちの１つ又は２つ以上の各々におけるユーザのそれぞれのプレ
ゼンスを確立し、
　モニタ(50)上に、通信者がそれぞれプレゼンスを有する複数のゾーン(213-215)の各々
に該通信者のグラフィック表現(200,202)をそれぞれ描画する、
という各ステップからなる方法を実施するよう構成されたものである、コンピュータ読み
取り可能媒体(124,126)。
【請求項４９】
　前記方法が、ユーザが、仮想領域内の通信者の対話を、該対話が発生している場所に関
連して該ユーザがプレゼンスを有する場所に依存するそれぞれの詳細レベルで知覚するこ
とを可能にするステップを更に含む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュータ
読み取り可能媒体。
【請求項５０】
　前記モニタ(50)上に表示されている前記複数のゾーン(213)のうちの１つの選択を実行
するためのユーザコマンドに応じて、前記描画ステップが、該選択されたゾーン(213)内
のユーザのグラフィック表現(192)を描画する、請求項４８に記載の少なくとも１つのコ
ンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５１】
　前記方法が、前記モニタ(50)上に表示されている前記複数のゾーンのうちの１つのユー
ザ選択に関連するプレゼンス移動コマンドの受信に応じて、ユーザのグラフィック表現(1
92)を、該選択の前に該ユーザがプレゼンスを有していたゾーン(190)から該選択されたゾ
ーン(213)へ移動させる、というステップを更に含む、請求項４８に記載の少なくとも１
つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５２】
　前記方法が、前記モニタ上に表示されている前記複数のゾーン(213)のうちの１つのユ
ーザ選択に関連するプレゼンスコピーコマンドの受信に応じて、該選択されたゾーン(213
)内にユーザのそれぞれのグラフィック表現を描画すると共に、該選択の前に該ユーザが
プレゼンスを有していた複数のゾーン(190)の各々における該ユーザのそれぞれのグラフ
ィック表現を描画し続ける、というステップを更に含む、請求項４８に記載の少なくとも
１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５３】
　前記方法が、前記複数のゾーン(213)のうちの選択された１つにユーザが入ったことに
応じて、該ユーザと該選択されたゾーン(213)内に居る他の通信者の各々との間のネット
ワーク接続を自動的に確立する、というステップを更に含む、請求項４８に記載の少なく
とも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５４】
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　前記方法が、前記他の複数の通信者(200,202)のグラフィック表現のうちの１つのユー
ザ選択に応じて、該選択されたグラフィック表現に関連づけられている通信者に関する情
報及びユーザ選択可能な制御手段を含むウィンドウを表示する、というステップを更に含
む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５５】
　前記複数のゾーン(213)のそれぞれにおけるビュースクリーンオブジェクト(293)のグラ
フィック表現のユーザ選択に応じて、データファイルを選択するようユーザに促すファイ
ル選択インタフェイスを表示し、
　該ファイル選択インタフェイス(310)を介したデータファイルのユーザ選択に応じて、
モニタ(50)上のビュースクリーンオブジェクト(293)内に該データファイルの内容の表現
を表示する、
という各ステップを前記方法が更に含む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュ
ータ読み取り可能媒体。
【請求項５６】
　前記方法が、ユーザに提示された仮想領域のビューの時間順に整列されたリストを含む
履歴を記録するステップを更に含み、前記提示ステップが、ユーザが仮想領域(172)の現
在のビューを前記履歴内の複数のビューのうちの選択された１つへと変更することを可能
にするナビゲーション制御手段(178,180,182,184)を提示するステップを含む、請求項４
８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５７】
　前記表示ステップが、ユーザが仮想領域(172)をナビゲートする際に前記複数のゾーン
の異なるビューのイメージをモニタ上に表示するステップを含み、該イメージの各々が、
個々のユーザ選択可能なナビゲーション制御手段にそれぞれ関連づけられている個々の一
組の画素を含む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５８】
　前記表示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーン(213)のうちのユーザ
により選択された１つの第１のビューを表示し、及びこれと同時に、前記選択されたゾー
ン(213)と該選択されたゾーン(213)に隣接する仮想領域(172)の周囲部分(211)との第２の
ビュー(256)を表示する、という各ステップを含む、請求項４８に記載の少なくとも１つ
のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項５９】
　前記提示ステップが、仮想領域(172)の現在のビューに関連づけてマイクボタン(220)及
びスピーカボタン(218)を提示するステップを含み、該マイクボタン(220)が、ユーザが、
ローカルなマイク信号を、該ユーザがプレゼンスを有する現在のビュー内の複数のゾーン
のうちの少なくとも１つに関連づけられている他の通信者へ送信することを選択的に使用
可能又は使用不能にすることを可能にするものであり、及び前記スピーカボタン(218)が
、ユーザが、該ユーザがプレゼンスを有する現在のビュー内の複数のゾーンのうちの少な
くとも１つに関連づけられている他の通信者から受信した音声のローカルな表現を選択的
に使用可能又は使用不能にすることを可能にするものである、請求項４８に記載の少なく
とも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６０】
　前記提示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーンのそれぞれに関連づけ
られているチャットボタン(222)を提示するステップを含み、該チャットボタン(222)のユ
ーザ選択に応じて、ユーザが他の通信者とテキストメッセージを交換することを可能にす
るチャットウィンドウ(224)を表示するステップを更に含む、請求項４８に記載の少なく
とも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６１】
　前記提示ステップが、加入ボタン(210)を提示するステップを含み、該加入ボタン(210)
のユーザ選択に応じて、利用可能な通信者のリスト(250)を表示し、及び該リスト中の複
数の通信者のうちの一人のユーザ選択に応じて、複数のゾーン(213)のうちの指定された
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１つのゾーン内のユーザに参加するための招待状を該選択された通信者へ送信するステッ
プを更に含む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６２】
　前記提示ステップが、ユーザがプレゼンスを有する複数のゾーン(213)のそれぞれに関
連づけられた退出ボタン(216)を提示するステップを含み、該退出ボタン(216)のユーザ選
択に応じて、前記それぞれのゾーン(213)内の前記ユーザのプレゼンスを終了させるステ
ップを更に含む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６３】
　前記方法が、仮想領域(172)の複数のゾーンのうちの描画可能なゾーンの１つ又は２つ
以上のフィルタリングされたリストを含むゾーンウィンドウ(350)を表示するステップを
更に含む、請求項４８に記載の少なくとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６４】
　前記方法が、ユーザに関連づけられている１つ又は２つ以上の仮想領域の階層的なビュ
ーを含む領域ウィンドウ(342)を表示するステップを更に含む、請求項４８に記載の少な
くとも１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６５】
　前記方法が、前記複数のゾーン(213)のそれぞれに関連づけられているイベントを記述
する通知ウィンドウ(360)を表示するステップを更に含む、請求項４８に記載の少なくと
も１つのコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項６６】
　コンピュータ読み取り可能命令を格納したコンピュータ読み取り可能媒体(124,128)と
、
　該コンピュータ読み取り可能媒体に接続されたデータ処理装置(122)であって、前記命
令を実行するよう動作することが可能であり、及び該命令の実行に少なくとも部分的に基
づいて、
　　ネットワーク通信環境内の仮想領域(172)の複数のゾーン(213-215)の空間的なレイア
ウトを表示し、該複数のゾーンのうちの１つ又は２つ以上の各々内にユーザがそれぞれの
プレゼンスを有することが可能であり、
　　ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)及び対話制御手段(210,218,220,222)を提
示し、該ナビゲーション制御手段が、ユーザが仮想領域(172)内のプレゼンスを確立すべ
き場所を指定することを可能にするものであり、及び前記対話制御手段が、ユーザが前記
ネットワーク通信環境内の一人又は二人以上の他の通信者との対話を管理することを可能
にするものであり、
　　前記ナビゲーション制御手段(178,180,184,208)を介して受信した入力に応じて前記
複数のゾーン(213-215)のうちの１つ又は２つ以上の各々内にユーザのそれぞれのプレゼ
ンスを確立し、及び、
　　通信者がそれぞれプレゼンスを有する複数のゾーン(213-215)の各々内に該通信者の
それぞれのグラフィック表現(200,202)を描画する、
という各ステップを含む動作を行うよう動作することが可能なデータ処理装置(122)と
を備えている装置(52)。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　対面でのコミュニケーションが実際的でない場合、人々は、１つ又は２つ以上の技術的
な解決策に依存してかかるコミュニケーションの必要性を満たすことが多い。かかる解決
策は典型的には、対面でのコミュニケーションの１つ又は２つ以上の特徴をシミュレート
するよう設計される。従来の電話システムは、発呼者間の音声通信を可能とする。インス
タントメッセージング（「チャット」とも呼ばれる）通信システムは、ユーザが、インス
タントメッセージサーバにより相互接続されているインスタントメッセージコンピュータ
クライアントを介してリアルタイムでテキストメッセージを通信することを可能にする。
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インスタントメッセージングシステムによっては、ユーザ制御可能なグラフィックオブジ
ェクト（「アバター」と呼ばれる）により仮想環境内でユーザを表現することを更に可能
にする。対話型の仮想現実通信システムは、遠隔場所にいるユーザが、多数のリアルタイ
ムチャネルを介して通信すること、及び三次元仮想空間内で各ユーザのアバターを操作す
ることにより互いに対話することを可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　必要とされているのは、空間的仮想通信環境とインタフェイスするための改良されたシ
ステム及び方法である。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　一側面では、本発明の特徴は、ネットワーク通信環境内の仮想領域の複数のゾーンの空
間的レイアウトを表示する方法にある。ユーザは、該ゾーンのうちの１つ又は２つ以上の
各々内にプレゼンスを有することができる。ナビゲーション制御手段及び対話制御手段が
提供される。該ナビゲーション制御手段は、仮想領域内のプレゼンスを確立すべき場所を
ユーザが指定することを可能にする。該対話制御手段は、ネットワーク通信環境内の１人
又は２人以上の他の通信者との対話をユーザが管理することを可能にする。ユーザの個々
のプレゼンスは、ナビゲーション制御手段を介して受信した入力に応じて１つ又は２つ以
上のゾーンの各々において確立される。通信者の個々のグラフィック表現は、該通信者が
それぞれプレゼンスを有するゾーンの各々に描画される。
　本発明の特徴はまた、上述した本発明の方法を実施するよう動作することが可能な装置
、及び上述した本発明の方法をコンピュータに実施させるコンピュータ読み取り可能命令
を格納したコンピュータ読み取り可能媒体にある。
　本発明の他の特徴及び利点は、図面及び特許請求の範囲を含め、以下の説明から明らか
となろう。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】第１のクライアントネットワークノード、第２のクライアントネットワークノー
ド、及び仮想環境生成手段を含む、ネットワーク通信環境の一実施形態の説明図である。
【図２】仮想領域の描画を提供するグラフィカルユーザインタフェイスを含むネットワー
クノードの一実施形態の説明図である。
【図３】クライアントネットワークノードの一実施形態の構成要素を示す、図１のネット
ワーク通信環境のブロック図である。
【図４】ユーザを空間的通信環境にインタフェイスする方法の一実施形態のフローチャー
トである。
【図５】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図６】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図７】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図８】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図９】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１０】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１１】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１２】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１３】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１４】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１５】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１６】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１７】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図１８】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
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【図１９】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２０】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２１】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２２】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２３】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２４】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２５】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２６】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２７】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２８】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図２９】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３０】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３１】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３２】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３３】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３４】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３５】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【図３６】グラフィカルユーザインタフェイスの一実施形態の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　以下の説明では、同様の符号は、同様の要素を識別するために使用されている。更に、
図面は、典型的な実施形態の主な特徴を図式的に示すことを意図したものである。該図面
は、実際の実施形態のあらゆる特徴や図示の各要素の相対的な寸法を示すことを意図した
ものではなく、実際の縮尺にはなっていない。
I．用語の定義
　「通信者」
　「通信者」とは、１つ又は２つ以上のネットワーク接続を介して他の人と通信し又は対
話する人のことであり、この場合、該通信又は対話は、仮想領域との関連で生じても生じ
なくても良い。「ユーザ」とは、便宜的に特定の光景を画定する特定のネットワークノー
ドを操作している通信者である。
　ユーザの「リアルタイムコンタクト」とは、リアルタイム通信プラットフォームを介し
て該ユーザと通信した通信者その他の人である。
　「コンピュータ」とは、コンピュータ読み取り可能媒体上に一時的に又は永久的に格納
されているコンピュータ読み取り可能命令に従ってデータ処理を行うあらゆる機械、装置
、又は設備である。「コンピュータオペレーティングシステム」とは、タスクの実行並び
に計算資源及びハードウェア資源の共有を管理し調整するコンピュータシステムのソフト
ウェア構成要素である。「ソフトウェアアプリケーション」（ソフトウェア、アプリケー
ション、コンピュータソフトウェア、コンピュータアプリケーション、プログラム、及び
コンピュータプログラムとも称す）とは、１つ又は２つ以上の特定のタスクを実行するた
めにコンピュータが翻訳し実行することができる一組の命令である。「コンピュータデー
タファイル」とは、ソフトウェアアプリケーションにより使用するデータを永続的に格納
する情報ブロックである。
　「データベース」とは、コンピュータにより検索することができる標準化された形式で
提示される組織化されたレコードの収集体である。データベースは、単一のコンピュータ
上の単一の読み取り可能データ記憶媒体上に格納することが可能であり、又は１つ又は２
つ以上のコンピュータ上の多数のコンピュータ読み取り可能データ記憶媒体にわたって分
散させることが可能である。
　「データシンク」（単に「シンク」とも称す）とは、データを受信する装置（例えば、
コンピュータ）、装置の一部、又はソフトウェアである。
　「データソース」（単に「ソース」とも称す）とは、データを送出する装置（例えば、
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コンピュータ）、装置の一部、又はソフトウェアである。
　「ネットワークノード」（単に「ノード」とも称す）とは、通信ネットワーク内の分岐
合流点又は接続点である。例示的なネットワークノードとして、端末、コンピュータ、及
びネットワークスイッチが挙げられる（但しそれらには限定されない）。「サーバ」ネッ
トワークノードとは、情報又はサービスの要求に応答するネットワーク上のホストコンピ
ュータである。「クライアント」ネットワークノードとは、情報又はサービスをサーバに
要求するネットワーク上のコンピュータである。「ネットワーク接続」とは、２つの通信
中のネットワークノード間のリンクである。用語「ローカルネットワークノード」とは、
現在議論の主題となっているネットワークノードを称するものである。用語「リモートネ
ットワークノード」とは、ネットワーク通信リンクによりローカルネットワークノードに
接続されているネットワークノードを称するものである。「接続ハンドル」とは、ネット
ワークノード上の通信者、資源、又はサービスとのネットワーク接続を確立するために使
用することができるポインタ又は識別子（例えば、URI（Uniform Resource Identifier）
）である。「ネットワーク通信」とは、１つのネットワークノードからネットワーク接続
を介して別のネットワークノードへと送信され又は伝達されるあらゆるタイプの情報（例
えば、テキスト、ボイス、オーディオ、ビデオ、電子メールメッセージ、データファイル
、モーションデータストリーム、及びデータパケット）を含み得るものである。
　「通信者対話」とは、通信者と他のネットワークエンティティ（例えば、他の通信者、
仮想領域、又はネットワークサービスを含み得る）との間のあらゆるタイプの直接的又は
間接的な動作又は影響である。典型的なタイプの通信者対話として、通信者がリアルタイ
ムで互いに通信すること、通信者が仮想領域に入ること、及び通信者がネットワークサー
ビスによる資源へのアクセスを要求することが挙げられる。
　「プレゼンス」とは、ネットワーク接続されたエンティティ（例えば、通信者、サービ
ス、又は装置）が通信する能力及び意志を称するものであり、この場合、かかる意志は、
ネットワーク上のエンティティに関する情報を見つけ出して取得する能力、及び該エンテ
ィティに接続する能力に影響を与えるものである。
　「リアルタイムデータストリーム」とは、連続的な流れで構築され処理されるデータで
あり、遅延なく又は知覚不能な遅延を伴って受信されるよう設計されたものである。リア
ルタイムデータストリームは、ボイス、ビデオ、ユーザの動き、顔の表情、及びその他の
物理的な現象のディジタル表現、並びに、高速送信、高速実行、又は高速送信及び高速実
行の両方から恩恵を受け得るコンピューティング環境内のデータ（例えば、アバター移動
命令、テキストチャット、リアルタイムデータフィード（例えば、センサデータフィード
、マシン制御命令フィード、トランザクションストリームフィード、及び株価情報フィー
ド）、及びファイル転送を含む）を含むものである。
　「仮想領域」（「領域」又は「場所」とも称す）とは、コンピュータにより管理される
空間又はシーンを表現したものである。仮想領域は典型的には、１次元、２次元、又は３
次元で表現したものであるが、実施形態によっては、仮想領域は、単一の点に対応するも
のとすることが可能である。多くの場合、仮想領域は、物理的な実世界空間をシミュレー
トするよう設計される。例えば、仮想領域は、従来のコンピュータモニタを使用して、コ
ンピュータにより生成される３次元空間の２次元グラフィックとして視覚化することが可
能である。しかし、仮想領域は、スイッチングルールの実施に関連する視覚化を必要とし
ない。仮想領域は典型的には、仮想領域スキーマのインスタンスを称し、ここで、該スキ
ーマは、変数に関して仮想領域の構造及びコンテンツを定義し、該インスタンスは、特定
のコンテキストから求められた値に関して仮想領域の構造及びコンテンツを定義するもの
である。
　「仮想領域アプリケーション」（「仮想領域仕様」とも称す）とは、仮想環境の生成に
使用される仮想領域の記述である。仮想領域アプリケーションは典型的には、仮想領域の
１つ又は２つ以上のゾーンに関する形状、物理的性質、及びリアルタイムスイッチングル
ールの定義を含む。
　「仮想環境」とは、少なくとも１つの仮想領域を含み及び通信者間のリアルタイム通信
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をサポートする、コンピュータにより管理される空間を表現したものである。
　「ゾーン」とは、少なくとも１つのスイッチングルール又は統制ルールに関連付けられ
た仮想領域中の一区画である。「スイッチングルール」とは、１つ又は２つ以上の停止条
件の影響を受ける１つ又は２つ以上のリアルタイムデータソース及び１つ又は２つ以上の
データシンクの接続又は切断を指定する命令である。スイッチングルールは、仮想領域と
の関連で通信している複数のネットワークノード間のリアルタイムデータストリームのス
イッチング（例えば、ルーティング、接続、及び切断）を制御する。統制ルールは、資源
（例えば、領域、領域中の一区画、又は該領域又は該区画のコンテンツ）に対する通信者
のアクセス、該アクセスの範囲、及び該アクセスの後続の結果（例えば、該アクセスに関
する監査記録を記録しなければならないという要件）を制御する。「描画可能ゾーン」と
は、個々の視覚化に関連するゾーンである。
　仮想領域内の「位置」とは、仮想領域内の一点又は一面積又は一体積の場所を称するも
のである。一点は典型的には、仮想領域中の１つの小領域を画定する一組の１次元、２次
元、又は３次元座標（例えば、x,y,z）により表される。一面積は典型的には、仮想領域
中の閉じた２次元形状の境界を画定する３つ又は４つ以上の同一平面上の頂点の３次元座
標により表される。一体積は典型的には、仮想領域中の３次元形状の閉じた境界を画定す
る４つ又は５つ以上の同一平面上にない頂点の３次元座標により表される。
　「空間状態」とは、仮想領域内のユーザがプレゼンスを有する場所を記述する属性であ
る。該空間状態属性は典型的には、ユーザがプレゼンスを有するゾーンの各々毎にそれぞ
れの値（例えば、ゾーンID値）を有するものである。
　「プレイスマーク」とは、仮想領域内の１つの場所に対する格納された参照（例えば、
ハイパーリンク）である。プレイスマークは典型的には、仮想領域中の関連する場所のビ
ューをユーザに提供するために選択することができる。「プレイスマーク」の動詞形は、
プレイスマークを生成する動作又は操作を意味する。
　仮想領域との関連で、「オブジェクト」とは、仮想領域の幾何学的構造とは別個に便利
に扱うことができる該仮想領域中のあらゆるタイプの離散的な要素である。例示的なオブ
ジェクトとして、ドア、入口、窓、ビュースクリーン、及びスピーカーフォンが挙げられ
る。オブジェクトは典型的には、仮想領域の属性及びプロパティとは別個の異なる属性又
はプロパティを有する。「アバター」とは、仮想領域中の通信者を表すオブジェクトであ
る。
　用語「ダブルクリック」とは、実行コマンドを入力する（例えば、コンピュータマウス
の左ボタンをダブルクリックする、又は実行コマンド（例えば、ゾーンへの入場又はオブ
ジェクトの閲覧）に関連付けられたユーザインタフェイスボタンをシングルクリックする
）動作又は操作を称するものである。用語「シフトクリック」とは、英数字入力装置のシ
フトキーをアクティブにしている間に選択コマンドを入力する（例えば、コンピュータマ
ウスの左ボタンをクリックする）動作又は操作を称するものである。用語「シフトダブル
クリック」とは、英数字入力装置のシフトキーをアクティブにしている間に実行コマンド
を入力する動作又は操作を称するものである。
　本書で用いる場合、用語「含む」とは、含むことを意味するがそれに限定されるもので
はなく、用語「含んでいる」とは、含んでいることを意味するがそれに限定されるもので
はない。用語「に基づく」とは、少なくとも部分的に基づくことを意味している。
II．序論
　本書で説明する実施形態は、空間的仮想通信環境におけるナビゲーション及び対話のた
めの改良されたシステム及び方法を提供する。これらの実施形態は、ユーザが仮想領域を
ナビゲートすることを可能にするナビゲーション制御手段と、ユーザが仮想領域内で他の
通信者と対話することを可能にする対話制御手段とを含むインタフェイスを提供する。該
ナビゲーション制御手段は、ユーザが、仮想領域の階層的な空間モデルに関連する様々な
直観的なポイント・アンド・クリック・ブラウジング方法を使用して、該ユーザのフォー
カス（例えば、仮想領域の現在のビュー又はユーザがプレゼンスを有する１つ又は２つ以
上の現在のゾーン）を変更することを可能にする。実施形態によっては、該インタフェイ
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スはユーザの現在のフォーカスに関連する該ユーザの現在の必要性に適したナビゲーショ
ン制御手段及び対話制御手段を適応的に提供する。
III．概説
　　Ａ．例示的な動作環境
　　１．序論
　図１は、ネットワーク18により相互接続された、第１のクライアントネットワークノー
ド12、第２のクライアントネットワークノード14、及び仮想環境生成手段16を含む、例示
的なネットワーク通信環境10の一実施形態を示している。第１のクライアントネットワー
クノード12は、コンピュータ読み取り可能メモリ20、プロセッサ22、及び入出力（I/O）
ハードウェア24を含む。該プロセッサ22は、前記メモリ20に格納されている少なくとも１
つの通信アプリケーション26を実行する。第２のクライアントネットワークノード14は典
型的には、第１のクライアントネットワークノード12と実質的に同様に構成される。仮想
環境生成手段16は、ネットワークインフラストラクチャサービス環境30を提供する少なく
とも１つのサーバネットワークノード28を含む。通信アプリケーション26及びネットワー
クインフラストラクチャサービス環境30があいまって、空間的仮想通信環境（本書では単
に仮想環境と称す）を生成するためのプラットフォーム（これもまた本書では単にプラッ
トフォームと称す）を提供する。
　実施形態によっては、ネットワークインフラストラクチャサービス環境30は、仮想領域
アプリケーション34に従って、仮想領域32内の第１及び第２のクライアントノード12,14
のセッションを管理する。仮想領域アプリケーション34は、仮想領域32によってホストさ
れ、及び該仮想領域32の記述を含む。第１及び第２のクライアントネットワークノード12
,14上で稼働する通信アプリケーション26は、ネットワークインフラストラクチャサービ
ス環境30から受信したデータに従って仮想領域32の個々のビューを提供し、及び通信者か
らコマンドを受信するための個々のインタフェイスを提供する。通信者は典型的には、個
々のアバターによって仮想領域32内で表現され、該アバターは、通信者が個々のネットワ
ークノードで入力したコマンドに応じて仮想領域32内を動き回る。仮想領域32の各通信者
のビューは典型的には、通信者のアバターの視点から提供され、これにより通信者が経験
する没頭の度合いが増大する。各通信者は典型的には、該通信者のアバターの周囲におけ
る仮想領域32のあらゆる部分を見ることが可能である。実施形態によっては、通信アプリ
ケーション26は、第１及び第２のクライアントネットワークノード12,14と仮想領域32を
共有する他のネットワークノードとの間のリアルタイムデータストリーム接続を、該仮想
領域32内の通信者のアバターの位置に基づいて確立する。
　ネットワークインフラストラクチャサービス環境30はまた、通信者間の対話の記録38を
格納する関係データベース36を維持する。各々の対話記録38は、一対の通信者間の対話の
コンテキストを記述したものである。
　　２．ネットワーク環境
　ネットワーク18は、ローカルエリアネットワーク（LAN）、メトロポリタンエリアネッ
トワーク（MAN）、及びワイドエリアネットワーク（WAN）（例えば、インターネット）の
何れをも含むことが可能である。ネットワーク18は典型的には、多数の異なるコンピュー
ティングプラットフォーム、及び複数のネットワークノード間での広範な異なるメディア
タイプ（例えば、テキスト、ボイス、オーディオ、及びビデオ）の送信をサポートする送
信設備を含む。
　通信アプリケーション26（図１参照）は典型的には、ソフトウェア資源及びハードウェ
ア資源を含むクライアントネットワークノード上で動作し、該ソフトウェア資源及びハー
ドウェア資源が、管理プリシー、ユーザプリファレンス（ユーザのプレゼンスのエクスポ
ート並びに領域及び他のユーザに対するユーザの接続に関するプリファレンス（嗜好）を
含む）、及びその他の設定とあいまって、他のネットワークノードとのリアルタイム接続
の管理に影響を与えるローカル構成を画定する。ネットワークノード間のネットワーク接
続は、ピア・ツー・ピアアーキテクチャ、サーバ介在アーキテクチャ、並びにピア・ツー
・ピアアーキテクチャ及びサーバ介在アーキテクチャの特徴を組み合わせたハイブリッド
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アーキテクチャを含む様々な異なるストリーム操作トポロジーで行うことが可能である。
この種の例示的なトポロジーが、米国特許出願第11/923,629号及び第11/923,634号（何れ
も2007年10月24日出願）に記載されている。
　　３．ネットワークインフラストラクチャサービス
　ネットワークインフラストラクチャサービス環境30は典型的には、クライアントノード
12,14と他のネットワークノードとの間のネットワーク接続を確立し管理するプロセスに
おいて通信アプリケーション26と協働する１つ又は２つ以上のネットワークインフラスト
ラクチャサービスを含む（図１参照）。該ネットワークインフラストラクチャサービスは
、単一のネットワークノード上で実行することが可能であり、又は多数のネットワークノ
ードにわたって分散させることが可能である。ネットワークインフラストラクチャサービ
スは典型的には、１つ又は２つ以上の専用のネットワークノード（例えば、サーバコンピ
ュータ又は１つ又は２つ以上のエッジサービス（ルーティング及びスイッチング等）を実
行するネットワーク装置）上で実行することが可能である。しかし、実施形態によっては
、ネットワークインフラストラクチャサービスのうちの１つ又は２つ以上が、複数の通信
者のネットワークノードのうちの少なくとも１つで実行される。ネットワークインフラス
トラクチャサービス環境30の典型的な実施形態に含まれるネットワークインフラストラク
チャサービスには、アカウントサービス、セキュリティサービス、領域サービス、ランデ
ブーサービス、及び対話サービスが含まれる。
　　・アカウントサービス
　アカウントサービスは、仮想環境のための通信者アカウントを管理する。該アカウント
サービスはまた、ネットワークインフラストラクチャサービスの何れかに対してクライア
ントネットワークノードの認証を行うために該クライアントネットワークノードが使用す
ることができる認証トークンの生成及び発行を管理する。
　　・セキュリティサービス
　セキュリティサービスは、仮想環境の資産及びその他の資源に対する通信者のアクセス
を制御する。該セキュリティサービスにより実施されるアクセス制御方法は典型的には、
複数の能力のうちの１つ又は２つ以上（この場合には正しい能力又は許可を有するエンテ
ィティに対してアクセスが認められる）及びアクセス制御リスト（この場合には該リスト
上にある識別子を有するエンティティに対してアクセスが認められる）に基づくものとな
る。所与の資源に対する特定の通信者のアクセスが認められた後、該通信者は典型的には
、他のネットワークインフラストラクチャサービスにより提供される機能を使用して、ネ
ットワーク通信環境10内で対話する。
　　・領域サービス
　領域サービスは、仮想領域を管理する。実施形態によっては、領域サービスは、第１及
び第２のクライアントネットワークノード12,14上で動作する通信アプリケーション26を
、一組の制約47の影響を受ける仮想領域アプリケーション34に従って遠隔構成する（図１
参照）。制約47は典型的には、仮想領域へのアクセスに関する制御を含む。該アクセス制
御は典型的には、複数の能力のうちの１つ又は２つ以上（この場合には正しい能力又は許
可を有する通信者又はクライアントノードに対してアクセスが認められる）及びアクセス
制御リスト（この場合には該リスト上にある識別子を有する通信者又はクライアントノー
ドに対してアクセスが認められる）に基づくものとなる。
　領域サービスはまた、要求側エンティティの能力の影響を受ける仮想領域に関連するネ
ットワーク接続を管理し、該仮想領域に関する大域状態情報を維持し、及び仮想領域32に
より画定されるコンテキストで共有中の通信セッションに参加しているクライアントネッ
トワークノードのためのデータサーバとして働く。大域状態情報は、仮想領域内にある全
てのオブジェクト及び該仮想領域内における該オブジェクトのそれぞれの場所のリストを
含む。領域サービスは、クライアントネットワークノードを構成する命令を送る。領域サ
ービスはまた、該通信セッションへの参加を要求する他のクライアントネットワークノー
ドに対する初期化情報の登録及び送信を行う。このプロセスにおいて、領域サービスは、
仮想領域アプリケーション34に従ってクライアントネットワークノード上に仮想領域32を
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描画するために必要な構成要素（例えば、プラグイン）のリストを参加中の各クライアン
トネットワークノードへ送信することが可能である。領域サービスはまた、通信障害が発
生した場合にクライアントネットワークノードが大域状態に同期することを確実にする。
領域サービスは典型的には、仮想領域に関連する統制ルールを介して、該仮想領域との通
信者の対話を管理する。
　　・ランデブーサービス
　ランデブーサービスは、プレゼンス情報の収集、格納、及び分配を管理し、及び要求側
エンティティの能力の影響を受けるネットワークノードが（例えば、接続ハンドルの分配
を管理することにより）互いに通信するための機構を提供する。該ランデブーサービスは
典型的には、プレゼンスデータベース中にプレゼンス情報を格納する。ランデブーサービ
スは典型的には、通信者のプライバシー・プリファレンスを介して該通信者の互いの対話
を管理する。
　　・対話サービス
　対話サービスは、通信者間の対話の記録38を格納する関係データベース36を維持する。
通信者間のあらゆる対話について、ネットワークインフラストラクチャサービス環境30の
１つ又は２つ以上のサービス（例えば、領域サービス）が対話サービスへ対話データを送
信する。これに応じて、対話サービスは、１つ又は２つ以上のそれぞれの対話記録を生成
し、それらを関係データベース内に格納する。各対話記録は、一対の通信者間の対話のコ
ンテキストを記述したものである。例えば、実施形態によっては、対話記録は、各通信者
毎の識別子、対話の場所（例えば、仮想領域インスタンス）の識別子、対話場所の階層の
記述（例えば、対話室が一層大きな領域と如何に関係しているかに関する記述）、及び該
対話中に共有され又は記録された全てのファイル及びその他のデータストリームのリスト
を含む。このため、各リアルタイム対話毎に、対話サービスは、対話が発生したとき、対
話が発生した場所、及び対話にかかわる通信者に関して該対話中に何が（例えば、出入り
が）起こったか、アクティブ又は非アクティブにされたオブジェクト、及び共有されてい
たファイルを追跡する。
　対話サービスはまた、要求側エンティティの能力の影響を受ける関係データベース36に
ついての照会を支援する。対話サービスは、仮想領域に基づいてソートされた（例えば最
も頻繁な又は最も最近の）順序で照会結果を対話データベース記録に提示する。該照会結
果は、仮想領域内で通信者が会った者の頻度順のソート、並びに仮想領域に関わらず通信
者が会った者のソート、及び通信者が最も多く出入りしている仮想領域のソートを行うた
めに使用することが可能である。該照会結果はまた、関係に基づいて特定タスクを自動化
するヒューリスティックシステムの一部としてアプリケーションの開発者により使用する
ことが可能である。この種のヒューリスティックの一例として、特定の仮想領域を６回以
上訪れた通信者がデフォルトでノックせずに入ることを可能にするヒューリスティック、
又は、特定時刻に一領域に存在した通信者がそれと同一時刻に同一領域に存在した別の通
信者により作成されたファイルの修正及び削除を行うことを可能にするヒューリスティッ
クが挙げられる。関係データベース36に関する照会は、他の検索と組み合わせることが可
能である。例えば、関係データベースに関する照会は、ネットワークインフラストラクチ
ャサービス環境30の領域外にある通信システム（例えば、Skype、Facebook、及びFlickr
）を用いて連絡先との対話について生成された連絡先履歴データに関する照会と組み合わ
せることが可能である。
　　４．仮想領域
　通信アプリケーション26及びネットワークインフラストラクチャサービス環境30は典型
的には、仮想領域のインスタンスにより画定される通信コンテキストでネットワークノー
ドとのリアルタイム接続を管理する。仮想領域インスタンスは、抽象座標に関して画定さ
れる抽象的な（非幾何学的な）仮想空間に対応するものとすることが可能である。代替的
に、仮想領域インスタンスは、特定の視覚化に関連付けられた１次元、２次元、又は３次
元の幾何学座標に関して画定される視覚的な仮想空間に対応するものとすることが可能で
ある。抽象的な仮想領域は、個々の視覚化に関連付けること又は関連付けないことが可能
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であり、一方、視覚的な仮想領域は、個々の視覚化に関連付けられる。
　上述のように、通信者は典型的には、関連付けられた視覚化を有する一仮想領域内の個
々のアバターによって表される。該アバターは、個々のネットワークノードにおいて通信
者により入力されたコマンドに応じて仮想領域内を動き回る。実施形態によっては、仮想
領域インスタンスの通信者のビューは典型的には、該通信者のアバターの視点で表され、
各通信者は典型的には、該通信者のアバターの周囲の仮想領域のあらゆる部分を見ること
が可能であり、これにより通信者が経験する没頭の度合いが増大する。
　図２は、コンピュータシステム48により実施される例示的なネットワークノードの一実
施形態を示している。該コンピュータシステム48は、表示モニタ50、コンピュータマウス
52、キーボード54、スピーカ56,58、及びマイク60を含む。該表示モニタ50は、グラフィ
カルユーザインタフェイス62を表示する。該グラフィカルユーザインタフェイス62は、多
数のウィンドウ及びアイコン並びに１つのポインタ64を含むことができるウィンドウベー
スのグラフィカルユーザインタフェイスである。図示の実施形態では、グラフィカルユー
ザインタフェイス62は、画廊を表す３次元の視覚化に関連付けられた共有仮想領域66の２
次元表示を表している。通信者は、個々のアバター68,70,72として仮想領域66中に表され
ており、その各アバターは、該仮想領域66のコンテキストで、それぞれの役割（例えば、
学芸員、芸術家、及び訪問者）を有することが可能である。
　以下で詳述するように、仮想領域66は、該仮想領域66中のアバター68-72により表され
ているネットワークノード間のリアルタイムデータストリームのスイッチングを統制する
個々のルールに関連付けられたゾーン74,76,78,80,82を含む（典型的な通信セッション中
には、図２中のゾーン74-82の境界を定める破線は（かかるゾーン境界に関連付けられた
視覚的な指示は存在するが）通信者には見えないものである）。スイッチングルールは、
ネットワークノードの各々において実行しているローカルな接続プロセスが、仮想領域66
のゾーン74-82内の通信者のアバター68-72の場所に基づいて他のネットワークノードとの
通信を確立する態様を指示するものである。
　仮想領域は、仮想領域の幾何学的要素の記述及び１つ又は２つ以上のルール（スイッチ
ングルール及び統制ルールを含む）を含む仕様により定義される。該スイッチングルール
は、ネットワークノード間のリアルタイムストリーム接続を統制する。該統制ルールは、
仮想領域自体、該仮想領域の各区画、及び該仮想領域内のオブジェクト等の資源に対する
通信者のアクセスを制御する。実施形態によっては、仮想領域の幾何学的要素は、COLLAD
A－ディジタル資産スキーマ、リリース1.4.1、2006年4月仕様（http://www.khronos.org/
collada/）に従って記述され、スイッチングルールは、米国特許出願第11/923,629号及び
第11/923,634号に記載されているCOLLADA ストリーム基準仕様に従い、XML（eXtensible 
Markup Language）テキストフォーマットを使用して記述される。
　仮想領域の幾何学的要素は典型的には、仮想領域の物理ジオメトリ及びコリジョンジオ
メトリを含む。物理ジオメトリは仮想領域の形状を記述する。物理ジオメトリは典型的に
は、三角形、四角形、又は多角形の表面から形成される。該物理ジオメトリ上に色及びテ
クスチャがマッピングされて、仮想領域の一層現実的な外観が生成される。例えば、視覚
的ジオメトリ上に光をペイントし、該光の近くのテクスチャ、色、又は光強度を変更する
ことにより、照明効果を提供することが可能である。コリジョンジオメトリは、仮想領域
内をオブジェクトが移動できる方法を判定する不可視表面を記述する。該コリジョンジオ
メトリは、視覚的ジオメトリと一致すること、視覚的ジオメトリの一層単純な近似に対応
すること、又は仮想領域の設計者の特定用途向けの要件に関連付けられたものとすること
が可能である。
　スイッチングルールは典型的には、仮想領域内の位置に関してリアルタイムデータスト
リームのソース及びシンクに接続するための条件の記述を含む。各ルールは典型的には、
該ルールの適用対象となるリアルタイムデータストリームのタイプと該ルールを適用する
場所である仮想領域中の１つ又は２つ以上の場所とを画定する属性を含む。実施形態によ
っては、各ルールは、随意選択的に、ソースに必要とされる役割、シンクに必要とされる
役割、ストリームの優先順位、及び要求されるストリーム操作トポロジーを指定する、１
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つ又は２つ以上の属性を含むことが可能である。実施形態によっては、仮想領域の特定部
分について定義された明示的なスイッチングルールが存在しない場合に、該仮想領域の該
部分に対して１つ又は２つ以上の暗黙的な又はデフォルトのスイッチングルールを適用す
ることが可能である。デフォルトスイッチングルールの一例として、ポリシールールの影
響を受ける一領域内のあらゆるソースをあらゆる互換性のあるシンクに接続するルールが
挙げられる。ポリシールールは、クライアントノード間の全ての接続に大域的に適用する
ことが可能であり、又は個々のクライアントノードとの個々の接続のみに適用することが
可能である。ポリシールールの一例として、仮想領域内で互いに所定の距離（又は半径）
内にある個々のオブジェクトに関連付けられた互換性のあるシンクとのソースの接続のみ
を可能とする近接ポリシールールが挙げられる。
　実施形態によっては、仮想領域にアクセスする者、そのコンテンツにアクセスする者、
該仮想領域の該コンテンツに対する該アクセスの範囲（例えば、該コンテンツに対してユ
ーザができること）、及びそれらコンテンツへのアクセスに後続する結果（例えば、監査
ログ及び支払要求といった記録の保持）を制御するための統制ルールが仮想領域に関連付
けられる。実施形態によっては、仮想領域全体又は仮想領域の１つのゾーンが「統制網（
governance mesh）」に関連付けられる。実施形態によっては、統制網は、米国特許出願
第11/923,629号及び第11/923,634号に記載されているゾーン網の実施態様と類似した態様
で実施される。統制網は、ソフトウェアアプリケーションの開発者が、統制ルールを一仮
想領域又は一仮想領域の一ゾーンに関連付けることを可能にする。これにより、仮想領域
内のあらゆるファイルについてそれぞれの許可を生成する必要がなくなり、及びコンテキ
ストに応じて同一の文書を異なる態様で処理する必要がある場合に生じ得る複雑さを扱う
必要がなくなる。
　実施形態によっては、仮想領域は、該仮想領域の１つ又は２つ以上のゾーンをディジタ
ル著作権管理（DRM）機能に関連付ける統制網に関連付けられる。DRM機能は、仮想領域の
１つ又は２つ以上、仮想領域内の１つ又は２つ以上のゾーン、又は仮想領域内のオブジェ
クトに対するアクセスを制御する。DRM機能は、通信者が仮想領域内の統制網の境界を越
えるたびにトリガされる。DRM機能は、トリガ動作が許可されているか否かを判定し、ト
リガ動作が許可されている場合には、許可された動作の範囲、支払いが必要か否か、及び
監査記録を生成する必要があるか否かを判定する。仮想領域の例示的な実施態様では、関
連付けられた統制網は、通信者が仮想領域に入ることができる場合に該通信者が該仮想領
域に関連付けられた全ての文書についてアクション（文書の操作、文書の閲覧、文書のダ
ウンロード、文書の削除、文書の変更、及び文書の再アップロードを含む）を実行するこ
とができるように構成される。このようにして、仮想領域は、該仮想領域により定義され
たコンテキストで共有され議論された情報の保存場所となることができる。
　仮想領域の仕様に関する更なる詳細が、米国特許出願第61/042,714号（2008年4月4日出
願）、第11/923,629号（2007年10月24日出願）、及び第11/923,634号（2007年10月24日出
願）に記載されている。
　　５．通信アプリケーション
　実施形態によっては、通信アプリケーション26は、
　　ａ．ローカルHID（Human Interface Devices）及びオーディオ再生装置、
　　ｂ．So3Dグラフィカルディスプレイ、アバター、及び物理エンジン、
　　ｃ．システムデータベース及びストレージ設備
を含む。
　ａ．ローカルHID（Human Interface Devices）及びオーディオ再生装置
　ローカルHIDは、通信者が、仮想領域通信セッションに参加している間にコマンドその
他の信号をクライアントネットワークノードに入力することを可能にする。例示的なHID
として、コンピュータキーボード、コンピュータマウス、タッチスクリーンディスプレイ
、及びマイクが挙げられる。
　オーディオ再生装置は、通信者が仮想領域通信セッション中に受信したオーディオ信号
を再生することを可能にする。例示的なオーディオ再生装置として、オーディオ信号を操
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作する（例えば、ミキシングを行い特殊効果を適用する）ためのオーディオ処理ハードウ
ェア（例えば、サウンドカード）、及び音声を出力するためのスピーカが挙げれる。
　ｂ．So3Dグラフィカルディスプレイ、アバター、及び物理エンジン
　So3Dエンジンは、仮想領域及び該仮想領域内のオブジェクトの斜視図の表示モニタ上へ
の提示を制御する３次元視覚化エンジンである。So3Dエンジンは典型的には、グラフィカ
ルユーザインタフェイスドライバ及びHID装置と対話して、仮想領域のビューを提供し、
及び通信者が通信アプリケーション26の動作を制御することを可能にする。
　実施形態によっては、So3Dエンジンは、領域サービスからグラフィクス描画命令を受信
する。So3Dエンジンはまた、仮想領域内に通信者のアバターを描画するのに必要なイメー
ジを格納しているローカル通信者アバターデータベースを読み出すことが可能である。こ
の情報に基づき、So3Dエンジンは、仮想領域内の通信者のアバターの視点（位置及び方向
）から見た仮想領域及び該仮想領域内のオブジェクトの視覚的な表現（すなわちイメージ
）を生成する。該視覚的な表現は典型的には、オペレーティングシステムのグラフィクス
描画コンポーネントに渡され、該コンポーネントがグラフィクス描画ハードウェアを駆動
して、仮想領域の視覚的表現をクライアントネットワークノード上で描画する。
　通信者は、HID装置（例えばコンピュータマウス）を介してビュー制御コマンドを入力
することにより、提示されている仮想領域のビューを制御することができる。So3Dエンジ
ンは、該ビュー制御コマンドに従って仮想領域のビューを更新させる。So3Dエンジンはま
た、領域サービス26から受信した更新されたオブジェクト位置情報に従って、表示モニタ
上の仮想領域のグラフィック表現を更新させる。
　ｃ．システムデータベース及びストレージ設備
　システムデータベース及びストレージ設備は、プラットフォームにより使用される様々
な種類の情報を格納する。該ストレージ設備により典型的に格納される例示的な情報とし
て、プレゼンスデータベース、関係データベース、アバターデータベース、リアルユーザ
ID（RUID）データベース、アートキャッシュデータベース、及び領域アプリケーションデ
ータベースが挙げられる。この情報は、単一のネットワークノード上に格納することが可
能であり、又は多数のネットワークノードにわたって分散させることが可能である。
　　６．クライアントノードアーキテクチャ
　通信者は典型的には、クライアントネットワークノードからネットワーク18に接続する
。該クライアントネットワークノードは典型的には、汎用コンピュータシステム又は専用
通信コンピュータシステム（又はネットワーク対応ビデオゲームコンソール等の「コンソ
ール」）により実施される。該クライアントネットワークノードは、他のネットワークノ
ードとのリアルタイムデータストリーム接続を確立する通信プロセスを実行し、及び典型
的には、通信者が入場した各仮想領域のビューを提示する視覚化描画プロセスを実行する
。
　図３は、コンピュータシステム120により実施されるクライアントネットワークノード
の一実施形態を示している。該コンピュータシステム120は、処理装置122、システムメモ
リ124、及び前記処理装置122を該コンピュータシステム120の様々な構成要素に接続する
システムバス126を含む。処理装置122は、１つ又は２つ以上のデータプロセッサを含むこ
とが可能であり、その各プロセッサは様々な市販のコンピュータプロセッサの何れの形態
のものとすることも可能である。システムメモリ124は、１つ又は２つ以上のコンピュー
タ読み取り可能媒体を含み、該媒体は典型的には、ソフトウェアアプリケーションにとっ
て利用可能なアドレスを画定するソフトウェアアプリケーションアドレス指定空間に関連
付けられたものである。システムメモリ124は、コンピュータシステム120のスタートアッ
プルーチンを収容する基本入出力システム（BIOS）を格納したリードオンリーメモリ（RO
M）及びランダムアクセスメモリ（RAM）を含むことが可能である。システムバス126は、
メモリバス、周辺機器用バス、又はローカルバスとすることが可能であり、及びPCI、VES
A、マイクロチャネル、ISA、及びEISAを含む様々なバスプロトコルの何れかと互換性を有
するものとすることが可能である。コンピュータシステム120はまた、永続記憶装置128（
例えば、ハードディスクドライブ、フロッピー（登録商標）ディスクドライブ、CD-ROMド
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ライブ、磁気テープドライブ、フラッシュメモリ装置、及びディジタルビデオディスク）
を含み、該永続記憶装置128は、システムバス126に接続され、データ、データ構造、及び
コンピュータ実行可能命令のための不揮発性の又は永続的な記憶を提供する１つ又は２つ
以上のコンピュータ読み取り可能媒体ディスクを収容するものである。
　通信者は、１つ又は２つ以上の入力装置130（例えば、１つ又は２つ以上のキーボード
、コンピュータマウス、マイク、カメラ、ジョイスティック、Wii入力装置等の物理モー
ションセンサ、及びタッチパッド）を使用してコンピュータシステム120と対話する（例
えば、コマンド又はデータを入力する）ことが可能である。情報は、表示コントローラ13
4により制御される表示モニタ132上で通信者に対して提示されるグラフィカルユーザイン
タフェイス（GUI）を介して提示することが可能である。該コンピュータシステム120はま
た、他の入出力ハードウェア（例えば、スピーカ及びプリンタ等の出力用周辺機器）を含
むことが可能である。コンピュータシステム120は、ネットワークアダプタ136（「ネット
ワークインタフェイスカード」又はNICとも呼ばれる）を介して他のネットワークノード
に接続する。
　アプリケーションプログラミングインタフェイス138（API）、オペレーティングシステ
ム（OS）140（例えば、Microsoft Corporation（Redmond, Washington U.S.A.）から入手
可能なWindows XP（登録商標）オペレーティングシステム）、通信アプリケーション26、
ドライバ142（例えば、GUIドライバ）、ネットワーク転送プロトコル144、及びデータ146
（例えば、入力データ、出力データ、プログラムデータ、レジストリ、及びコンフィギュ
レーション設定）を含む、多数のプログラムモジュールをシステムメモリ124に格納する
ことが可能である。実施形態によっては、シム154は、拡張モジュール（例えば、プラグ
イン）又はマクロによって実施される。
　　７．サーバノードアーキテクチャ
　実施形態によっては、仮想環境生成手段16の１つ又は２つ以上のサーバネットワークノ
ードは、該各サーバネットワークノードが一般に１つ又は２つ以上のサーバソフトウェア
アプリケーションを含むことを除き、クライアントネットワークノード120と同じタイプ
の個々の汎用コンピュータシステムにより実施される。
　別の実施形態では、仮想環境生成手段16の１つ又は２つ以上のサーバネットワークノー
ドは、エッジサービス（例えば、ルーティング及びスイッチング）を実行する個々のネッ
トワーク装置により実施される。
　　Ｂ．例示的な通信セッション
　再び図２を参照する。一通信セッション中に、複数のクライアントネットワークノード
の各々が、一組のリアルタイムデータストリーム（例えば、モーションデータストリーム
、オーディオデータストリーム、チャットデータストリーム、ファイル転送データストリ
ーム、及びビデオデータストリーム）をそれぞれ生成する。例えば、各通信者は、仮想領
域66中の該通信者のアバターの動きを制御するモーションデータストリームを生成する１
つ又は２つ以上の入力装置（例えば、コンピュータマウス52及びキーボード54）を操作す
る。更に、コンピュータシステム48の近くで局所的に生成される通信者の声その他の音声
がマイク60により捕捉される。該マイク60により生成されるオーディオ信号は、リアルタ
イムオーディオストリームへと変換される。該オーディオストリームのそれぞれのコピー
が、仮想領域66中のアバターにより表される他のネットワークノードへ送信される。これ
らの他のネットワークノードで局所的に生成された音声は、リアルタイムオーディオ信号
へと変換されてコンピュータシステム48へ送信される。該コンピュータシステム48は、該
他のネットワークノードにより生成されたオーディオストリームを、スピーカ56,58によ
り表現されるオーディオ信号へと変換する。前記モーションデータストリーム及びオーデ
ィオストリームは、各通信者ノードから他のクライアントネットワークノードへと直接に
又は間接的に送信することが可能である。ストリーム操作トポロジーによっては、各クラ
イアントネットワークノードは、他のクライアントネットワークノードにより送信された
リアルタイムデータストリームのコピーを受信する。別のストリーム操作トポロジーでは
、複数のクライアントネットワークノードのうちの１つ又は２つ以上が、他のネットワー
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クノードを出所とする（又は他のネットワークノードから発せられた）リアルタイムデー
タストリームから導出された１つ又は２つ以上の混合ストリームを受信する。
　実施形態によっては、領域サービスは、大域状態情報を維持し、該大域状態情報は、仮
想領域の現在の仕様、該仮想領域内にあるオブジェクトの現在の登録簿、及び該領域サー
ビスをホストしているネットワークノードにより現在生成されているあらゆる混合ストリ
ームのリストを含む。オブジェクト登録簿は典型的には、仮想領域内の各オブジェクト毎
にそれぞれのオブジェクト識別子（例えば、オブジェクトを一意に識別するラベル）、オ
ブジェクトに関連付けられたネットワークノードとのネットワーク接続の確立を可能にす
る接続ハンドル（例えば、IPアドレス等のURI）、及びオブジェクトに関連付けられたリ
アルタイムデータソース及びシンク（例えば、オブジェクトに関連付けられたネットワー
クノードのソース及びシンク）を識別するインタフェイスデータを含む。オブジェクト登
録簿はまた典型的には、各オブジェクト毎に１つ又は２つ以上の随意選択的な役割識別子
を含み、該役割識別子は、通信者又は領域サービスによりオブジェクトに対して明示的に
割り当てることが可能であり、又はオブジェクトまたはユーザの他の属性から推論するこ
とが可能である。実施形態によっては、オブジェクト登録簿はまた、仮想領域内のオブジ
ェクトに関連付けられたネットワークノードから受信したリアルタイムモーションデータ
ストリームの分析から領域サービスにより求められた仮想領域内のオブジェクトの各々の
現在位置を含む。これに関し、領域サービスは、仮想領域内のオブジェクトに関連付けら
れたネットワークノードからリアルタイムモーションデータストリームを受信し、該モー
ションデータに基づいて、仮想領域内に入る、仮想領域から出る、及び仮想領域内を動き
回る通信者のアバターその他のオブジェクトを追跡する。領域サービスは、追跡している
オブジェクトの現在位置に従ってオブジェクト登録簿を更新させる。
　他のネットワークノードとのリアルタイムデータストリーム接続を管理するプロセスに
おいて、領域サービスは、クライアントネットワークノードの各々毎に、インタフェイス
データ、ゾーンリスト、および仮想領域内に現在存在するオブジェクトの位置を含む一組
の構成データを維持する。該インタフェイスデータは、クライアントネットワークノード
の各々に関連づけられた各オブジェクト毎に、該オブジェクトに関連づけられているリア
ルタイムデータストリームタイプの全てのソースおよびシンクのリストをそれぞれ含む。
前記ゾーンリストは、クライアントネットワークノードに関連づけられているアバターが
現在占有している仮想領域内の全てのゾーンの登録簿である。通信者が仮想領域に最初に
入ったとき、領域サービスは典型的には、現在オブジェクト位置データベースを位置初期
化情報で初期化する。その後、領域サービスは、該仮想領域を共有している他のクライア
ントネットワークノードから受信したリアルタイムモーションデータストリームの解析か
ら求められた仮想領域内のオブジェクトの現在位置で現在オブジェクト位置データベース
を更新させる。
IV．空間的仮想通信環境とのインタフェイス
　　Ａ．序論
　ローカルHID（Human Interface Device）及びオーディオ再生装置、So3Dグラフィカル
ディスプレイ、アバター、物理エンジン、並びにシステムデータベース及びストレージ設
備に加えて、通信アプリケーション26はまた、ユーザを空間的仮想通信環境にインタフェ
イスするグラフィカルナビゲーション及び対話インタフェイス（本書では「探索インタフ
ェイス」と称す）を含む。該探索インタフェイスは、ユーザが仮想環境をナビゲートする
ことを可能にするナビゲーション制御手段と、ユーザが仮想通信環境内の他の通信者との
該ユーザ自身の対話を制御することを可能にする対話制御手段とを含む。該ナビゲーショ
ン及び対話制御手段は典型的には、コンピュータマウス、タッチパッド、タッチスクリー
ンディスプレイ、キーボード、及びビデオゲームコントローラを含むあらゆるタイプの入
力装置を使用して行われるユーザ選択に応答するものとなる。探索インタフェイスは、各
クライアントネットワークノード上で動作するアプリケーションである。探索インタフェ
イスは、ユーザが該ユーザのデスクトップ上で常に実行したままにすることができる小さ
くて軽いインタフェイスである。探索インタフェイスは、ユーザが仮想領域アプリケーシ
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ョンを起動させることを可能とし、及びリアルタイム連絡先及びリアルタイム協働場所（
または領域）に対する即座のアクセスをユーザに提供する。探索インタフェイスは、該探
索インタフェイスが他のネットワークノードとのリアルタイム通信を開始し受信すること
ができるように、リアルタイム通信アプリケーション及び／又は下層のオペレーティング
システムのリアルタイム通信構成要素と統合される。仮想領域は、ユーザが、仮想環境生
成手段16により生成された仮想環境内にファイルをアップロードすること、仮想領域内に
存在している間に仮想環境とは無関係にネイティブクライアントソフトウェアアプリケー
ションを使用して仮想領域に関連して格納されたファイルを使用すること、及びより一般
的には幾つかのアプリケーションのうちの１つだけではなく他の複数のオペレーティング
システム機能に類似した動作環境の特徴として仮想領域内のプレゼンス及び位置を扱うこ
とができるように、探索インタフェイスを介してユーザのデスクトップと統合化される。
　図４は、空間的な仮想通信環境にユーザをインタフェイスする方法の一実施形態を示し
ている。この方法によれば、一ネットワーク通信環境内の一仮想領域の複数のゾーンの空
間的なレイアウトが表示モニタ132上に表示される（図４のブロック150）。ユーザは、該
複数のゾーンのうちの１つ又は２つ以上の各々にそれぞれプレゼンスを有することができ
る。各ゾーンは、ユーザがプレゼンスを有することができる個々の空間状態を定義するた
めに使用することができる。該ゾーンは典型的には、個々の識別子（ゾーンID）並びに仮
想領域及び他の通信者とのユーザの対話のうちの１つ又は２つ以上を統制する１つ又は２
つ以上のルールに関連づけられる（図４のブロック152）。ナビゲーション制御手段は、
プレゼンスを確立すべき仮想領域内の場所をユーザが指定することを可能にし、及び対話
制御手段は、ネットワーク通信環境内の１又は２以上の他の通信者との対話をユーザが管
理することを可能にする。ユーザの個々のプレゼンスは、ナビゲーション制御手段を介し
て受信した入力に応じて複数のゾーンのうちの１つ又は２つ以上の各々において確立され
る（図４のブロック154）。実施形態によっては、このプロセスは、前記複数のゾーンの
各々毎に１つ又は２つ以上の対話データベースレコードを生成するステップを伴い、該対
話データベースレコードは、個々のゾーン識別子（ゾーンID）を、該ゾーン内にプレゼン
スを有する各通信者に関連づけるものである。通信者がそれぞれプレゼンスを有する複数
のゾーンの各々における通信者の個々のグラフィカルな表現が表示モニタ132上に描画さ
れる（図４のブロック156）。該通信者は典型的には、２次元又は３次元のアバターイメ
ージにより表現され、該アバターイメージは、通信者の疑似現実的に（例えば、人間的な
態様で）表現し、又は図像的に（例えば、円形又は球形の妖精又はその他のアイコン）表
現することが可能である。
　空間的な仮想通信環境は典型的には、空間的な階層をなす場所（本書では「ロケーショ
ン」とも称す）としてモデル化することができる。この空間的な階層は、最上レベルから
最下レベルまでの範囲の整列された順序を有する複数のレベルを含む。この空間的な階層
の複数のレベルのうちの連続的な各々における各場所は、該複数レベルのうちの先行する
レベルにおける複数の場所のそれぞれに含まれる。該空間的な階層のレベルは典型的には
、地理的、構造的、又は都会的な隠喩と整合する個々の視覚化に関連づけられ、及びそれ
に従ってラベル付けされる。各仮想領域のゾーンは、個々のメッシュにより定義され、該
メッシュの幾つかは、オブジェクト（例えば、アバター並びにビュースクリーンオブジェ
クト及び会議オブジェクト等の小道具）を含むことが可能な物理的な環境（例えば、建物
に関連づけられた部屋及び中庭等の空間）の要素を定義する。
　探索インタフェイスのナビゲーション制御手段は、下層にある場所及びオブジェクトの
空間的な階層に関連づけられているナビゲーションモデルに従ってユーザが仮想環境を通
る経路を横断することを可能にする。ネットワークインフラストラクチャサービス環境30
は、ユーザにより横断された経路を記録する。実施形態によっては、ネットワークインフ
ラストラクチャサービス環境30は、時間順に整列された仮想領域のビューのリストを含む
履歴を記録し、該リストは、ユーザが該仮想領域をナビゲートする際に該ユーザに提供さ
れる。各ビューは典型的には、仮想領域の個々の描画可能なゾーンのビューに対応する。
かかる実施形態では、ナビゲーション制御手段は、履歴中の複数のゾーンから選択された
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ゾーンへとユーザが移動することを可能にする。該ナビゲーション制御手段はまた、ユー
ザの現在の仮想領域のビューに対応する空間的な階層中のロケーションを示す深さ経路の
グラフィック表現を含む。実施形態によっては、該深さ経路のグラフィック表現は、現在
のビューよりも上にある仮想領域の空間的な階層モデルにおける先行する複数のレベルの
各々のビューに対する個々のユーザ選択可能なリンクを含む。
　探索インタフェイスの対話制御手段は、ユーザが通信者との対話を管理することを可能
にする。ユーザに対して利用可能となる対話オプションは典型的には、ユーザがプレゼン
スを有するゾーンによって決まる。実施形態によっては、特定のゾーンにプレゼンスを有
する通信者に対して利用可能となる対話オプションは、該ゾーンにプレゼンスを有さない
別の通信者に対して利用可能となるオプションとは異なる。ユーザの詳細及び対話性のレ
ベルは典型的には、該ユーザが特定のゾーンにプレゼンスを有するか否かによって決まる
。例示的な一実施形態では、ユーザが仮想領域の外部にいる場合、該ユーザには、仮想領
域内で生じる対話の最小レベルの詳細が提供され（例えば、ユーザは、間取図の概要、背
景のテクスチャ、及び領域内の植物を見ることはできるが、該領域における他の通信者が
存在する場所を見ることができず）、該ユーザが仮想領域内にいるが該領域の特定のゾー
ンの外部にいる場合には、該ユーザには、該特定のゾーン内で生じる対話の中間レベルの
詳細が提供され（例えば、ユーザは、該領域における他の通信者が存在する場所を見るこ
とができ、他の通信者の現在の状態（該通信者のヘッドホン及びマイクの電源が入ってい
るか否かにかかわらず、会話し、チャットメッセージをタイプしている状態）を視覚化し
たものを見ることができ、及びビュースクリーンのうちの何れかがアクティブになってい
るかどうかを見ることができ）、該ユーザが該領域の該特定のゾーン内にいる場合には、
該ユーザには、該特定のゾーン内で生じる対話の完全なレベルの詳細が提供される（例え
ば、ユーザは、ビュースクリーン上で共有しているファイルのサムネイルを見ることがで
き、該領域内の他の通信者と話したり聞いたりすること、及び該ゾーン内の通信者により
生成されたチャットメッセージのログの要素を見ることができる）。実施形態によっては
、ネットワークインフラストラクチャサービスが特定のゾーン内にプレゼンスを有する人
を該ゾーン内にプレゼンスを有さない人と区別する態様を制御するためにスイッチングル
ール及び統制ルールが仮想領域のゾーンに関連づけられる。
　　Ｂ．空間的な仮想通信環境内でのナビゲーション及び対話
　１．基本的なナビゲーション及び対話モデル
　図５は、ウィンドウ162内に表示される探索インタフェイスの一実施形態160を示してお
り、該ウィンドウは、１つ又は２つ以上のタブ164を含み、その各々はブラウズ領域166及
びツールバー168を有している。
　タブ164の各々は典型的には、仮想環境の個々のビューに関連づけられている。図示の
実施形態では、（「My Area」とラベル付けされた）タブ164で提示されるビューは、個々
の組をなす複数の仮想領域に関連づけられており、これは、仮想環境内のデフォルトの一
組の仮想領域とすることが可能であり、又は対話データベース上の個々のフィルタにより
識別された一組の仮想領域とすることが可能である。特に、タブ164は、一組をなす３つ
の仮想領域（すなわち、Acme、Sococoヘルプ領域、及びパーソナル空間）に関連づけられ
ており、これは、ユーザに関連づけられたデフォルトの一組の領域とすることが可能であ
り、又はユーザに関連づけられた領域の全てを識別するフィルタにより識別されたもの（
例えば、ユーザがかつて対話した領域の全て）とすることが可能である。「＋」ボタン17
0を選択することにより更なるタブを生成することが可能である。
　各タブのブラウズ領域166は、該タブに関連づけられた仮想環境の要素のグラフィック
表現を示す。例えば、図示の実施形態では、ブラウズ領域166は、該タブ164に関連づけら
れた仮想領域の平面図172,174,176を示している。ユーザは、該仮想領域の対応するグラ
フィック表現を選択することにより、該仮想領域の何れかの空間的な階層モデルにおける
一層下位レベルへとナビゲートすることが可能である。
　ツールバー168は、仮想環境内のユーザの現在位置に基づいて探索インタフェイスによ
り自動的に選択される適応型の一組のナビゲーション及び対話ツールを含む。図示の実施
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形態では、該ツールバー168は、後退ボタン178、前進ボタン180、プレイスマークボタン1
82、及びホームボタン184を含む。後退ボタン178は、ユーザが横断したゾーンの履歴にお
ける先行する各ゾーンへとユーザが漸進的に後方へ移動することを可能にする後方制御に
対応するものである。前進ボタン180は、ユーザが横断したゾーンの履歴における連続す
る各ゾーンに向かってユーザが漸進的に前方へ移動することを可能にする前方制御に対応
するものである。プレイスマークボタン182は、ゾーンへのリンクを格納するためのプレ
イスマーク制御手段と、以前にプレイスマークしたゾーンへのリンクのリストを見るため
のプレイスマークナビゲーション制御手段を提供する。該プレイスマーク制御手段のユー
ザ選択に応じて、現在のビューに示されている場所のイメージを、仮想領域内の対応する
場所へのハイパーリンクに関連づけて格納することにより、プレイスマークが生成される
。プレイスマークナビゲーション制御手段のユーザ選択に応じて、プレイスマークウィン
ドウがユーザに提示される。該プレイスマークウィンドウは、ユーザがプレイスマークし
てきた全ての場所の生中継の視覚化を含む。該プレイスマークウィンドウ内の各イメージ
は、個々のユーザ選択可能なハイパーリンクに関連づけられる。該プレイスマークウィン
ドウ内のハイパーリンクのうちの１つのユーザ選択に応じて、該選択されたハイパーリン
クに関連づけられた場所に対応する仮想領域のビューが、探索インタフェイスウィンドウ
162のブラウズ領域166内に自動的に表示される。ホームボタン184は、仮想環境内の特定
の「ホーム」場所のビュー（例えば、図５に示すビュー）をユーザへ返す制御手段に対応
する。
　図６を参照する。図５に示すAcme仮想領域のグラフィック表現172のユーザ選択に応じ
て、該プラットフォームは、ユーザを、該仮想領域のデフォルトゾーンへと移動させて、
該デフォルトゾーンにおける該ユーザのプレゼンスを自動的に確立し、及び該ユーザと該
選択されたゾーン内に居る他の通信者の各々との間のネットワーク接続を自動的に確立す
る。領域の設計者により確立されたスイッチングルールに基づいて、該プラットフォーム
は、デフォルトゾーン内の全ての通信者が互いの妖精又はアバターを見ること及び互いに
通信する（例えば、話したり聞いたりする）ことができるように、デフォルトゾーン内の
全ての通信者の指定されたリアルタイムデータストリーム（例えば、マイク及びスピーカ
からのストリーム）を多重化する。
　探索インタフェイスは、タブ164のブラウズ領域166内のAcme仮想領域の平面図又は間取
図を示し、及びデフォルトの一組の対話オプションをユーザに提供する。図示の実施形態
では、仮想領域の中庭ゾーン190内にプレゼンスが自動的に確立され、ユーザのマイク及
びデフォルトスピーカ（例えば、ヘッドホン）の電源が投入される。図６に示す間取図ビ
ューでは、ユーザは、円形の妖精192により表現され、Acme仮想領域内の他のユーザもま
た、それぞれの円形の妖精194-202により表現されている。ユーザのスピーカの状態は、
該ユーザの妖精192上のヘッドホングラフィック203の存在又は不存在により示され、該ス
ピーカがオンになっていると、ヘッドホングラフィック203が存在し、スピーカがオフに
なっていると、ヘッドホングラフィック203は存在しない。ユーザのマイクの状態は、該
ユーザの妖精192上のマイクグラフィック206の存在又は不存在と該ユーザの妖精192の周
囲の一連の同心円204とにより示され、該マイクがオンになっていると、マイクグラフィ
ック206及び同心円204が存在し、マイクがオフになっていると、マイクグラフィック206
及び同心円204は存在しない。ヘッドホングラフィック203、同心円204。及びマイクグラ
フィック206は、ユーザの音声再生装置及びマイク装置の状態を視覚的に想起させるもの
として機能する。
　後退ボタン178、前進ボタン180、プレイスマークボタン182、及びホームボタン184に加
えて、ツールバー168はまた、ホームボタン184から始まり該ホームボタン184を含む一連
の１つ又は２つ以上のブレッドクラムボタン207を含む。該ブレッドクラムボタン207は、
階層的な一連の連続するユーザ選択可能なリンクに対応するものである。該一連のリンク
は、仮想領域の階層的なモデルにおける各レベルのビューに対応し、この場合、連続する
各レベルは、その複数のレベルのうちの先行するレベルに含まれるものである。図示の実
施形態では、ブレッドクラムボタン207は、ホームボタン184と、図６に示すAcme仮想領域
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の現在のビューに対応するAcmeボタン208とを含む。ブレッドクラムボタン207は、異なる
複数レベルの仮想環境のそれぞれのビューに対する単一ボタンによる選択をユーザに提供
するものである。ツールバー168は更に、ボタン210及び設定ボタン212を含む。
　一領域が選択され又は該領域にフォーカスが移ると、ボタン210が、２人の人々を図像
的に表現したものとして現れ及び「メンバ」としてラベル付けされ、メンバ及び司会者が
領域内に関連づけられた人々のリストを見ることを可能にする。オーディオ及びチャット
ゾーンにフォーカスが合うと、ボタン210は、異なるイメージ（例えば、加入動作を表す
ために平面上へと下方を指す矢印のイメージ）を有するものとなり、「加入」とラベル付
けされる。ボタン210のユーザ選択に応じて、Acme仮想領域166の全てのメンバのリストが
ユーザインタフェイス内に表示される。ユーザは、該リスト中の任意の通信者を選択し、
及び該ユーザインタフェイス内に提示されている加入ボタンをクリックすることが可能で
あり、これに応じて、該プラットフォームは、該選択された通信者へ、複数のゾーンのう
ちの指定された１つのゾーン内のユーザと交わるための招待状を送信する。
　設定ボタン212は、現在の領域に関連づけられるデフォルト設定を指定するための一組
の制御手段へのアクセスをユーザに提供する。
　ユーザは、様々な異なる態様で図６に示すAcme仮想領域のビューから図５に示すビュー
へと戻るようナビゲートすることが可能である。例えば、ユーザは、後退ボタン178、ホ
ームボタン184、又は図６に示すAcme仮想領域のグラフィック表現の境界の外側にあるゾ
ーン211の何れかの部分のうち任意のものを選択することが可能である。
　ユーザは、Acme仮想領域の複数のゾーンの何れにもナビゲートすることが可能である。
実施形態によっては、一ゾーンへ移動するために、ユーザは、モニタ上に表示されている
複数のゾーンのうちの１つを実行するためのコマンドを（例えば、ゾーンを選択し次いで
（ツールバー中の）Enterボタンをクリックすることにより、又はショートカットとして
該ゾーンをダブルクリックすることにより）送信し、これに応じて、該プラットフォーム
は、ゾーンオブジェクトに対応するユーザのアバターを該ゾーン内に表示する。該ゾーン
実行コマンドに応じて、探索インタフェイスは、該ゾーンの（該ゾーンが選択されている
ことをユーザに示す）輪郭を描画し、階層内における該選択されたゾーンの場所を示すよ
うブレッドクラムボタン207を更新させる。該選択に固有のツールバーボタンもまた、該
ブレッドクラムボタン207の右側に現れることになる。
　ユーザはまた、ゾーン内に存在する任意のオブジェクト（例えば、スクリーン、テーブ
ル、又はファイル）と対話することが可能である。実施形態によっては、オブジェクトと
対話するために、ユーザは、モニタ上に表示されている複数のオブジェクトのうちの1つ
を実行するためのコマンドを（例えば、オブジェクトを選択し次いで（ツールバー中の）
ビューボタンをクリックすることにより、又はショートカットとして該オブジェクトをダ
ブルクリックすることにより）送信し、これに応じて、該プラットフォームは、該オブジ
ェクトに対する操作を実行する（例えば、該オブジェクトのズームインビューを提供する
、対話インタフェイスウィンドウをオープンする等）。該オブジェクト実行コマンドに応
じて、探索インタフェイスは、該小道具の輪郭を描画し又は該小道具を強調表示して（そ
れが選択されていることをユーザに示し）、階層内における該選択されたオブジェクトの
場所を示すようにブレッドクラムボタン207を更新させる。該選択に固有のツールバーボ
タンもまた、該ブレッドクラムボタン207の右側に現れることになる。
　図７に示すように、実施形態によっては、ユーザがメイン空間213に入ったことに応じ
て、該プラットフォームは、該ユーザと該選択されたゾーンに居る他の通信者の各々との
間のネットワーク接続を自動的に確立する。該ユーザはまた、空間を選択してEnterボタ
ンをクリックすることにより該空間に入る（及びこれにより該空間内にプレゼンスを確立
する）ことが可能であり、これにより、該プラットフォームは、該ユーザの妖精を、その
現在の場所（すなわち、中庭）から該選択された空間（すなわち、メイン）へと移動させ
ることになる（図８参照）。ユーザのスピーカ及びマイクの設定は典型的には、該ユーザ
が１つの場所から別の場所へ移動する際には変更されない。
　ユーザがメイン空間213（図８参照）へと移動した後、該ユーザは、該メイン空間213の
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周囲の現在のビューの任意の部分を実行するためのコマンドを入力する（典型的にはダブ
ルクリックする）ことにより、仮想領域の異なるビューへとナビゲートすることが可能で
ある。例えば、メイン空間213及びAcme仮想領域の境界の外側にあるゾーン211の任意の部
分をユーザがダブルクリックしたことに応じて、探索インタフェイスは、図９に示すAcme
仮想領域のズームアウトしたビューを表示する。ユーザはまた、該仮想領域内の他の空間
（例えば、西側会議空間214、東側会議空間215、又は中庭空間190）を選択してEnterをク
リックすることにより、該ゾーンをダブルクリックすることにより、又は複数のブレッド
クラムボタン207のうちの１つ（例えば、Acmeブレッドクラムボタン208）を選択すること
により、該仮想領域の異なるビューへとナビゲートすることが可能である。
　実施形態によっては、異なるビューへのナビゲートは、ユーザのプレゼンス状態を変更
し、一方、パン及びズームは、ユーザのビュー状態のみを変更するものとなる。場合によ
っては、ナビゲートはまた、ユーザにとって都合が良いようにビューを変更するものとな
る。以下の例は、このインタフェイスの特徴を示している。
・例１：ユーザは中庭におり、メインを選択し、及びEnterボタンをクリックする（又は
メインをダブルクリックする）。該ユーザは、現在メイン空間内に存在し、もはや中庭空
間には存在しない。該ユーザのマップのビューは、該ユーザの新たな場所に該ユーザのア
バターを描画すること（及び該ユーザが新たな場所に居るために該ユーザが現在有してい
る能力に関する他のあらゆる変化）を除き、変更はない。
・例２：ユーザはメインにおり、ビュースクリーンを選択し、及びビューをクリック（又
はビュースクリーンをダブルクリック）する。該ユーザは、メイン内に存在し続ける。該
ユーザの探索ウィンドウがビュースクリーンのコンテンツを示すよう更新される。
　他の実施形態では、異なるビューへのナビゲートは、メイン空間213内のユーザのプレ
ゼンスに影響を与えない。
　図８を参照する。ユーザがメイン空間213に入った結果として生じるコンテキスト変化
に応じて、ツールバー168は退出ボタン216を含むよう自動的に変更される。退出ボタン21
6をユーザが選択したことに応じて、メイン空間213内の該ユーザのプレゼンスが終了とな
り、図１０に示すように、該ユーザのアバター192がメイン空間213から除去される。該ユ
ーザがメイン空間213を去った後、退出ボタン216は、もはや現在の選択に関係しないもの
となるため、ツールバー168から自動的に除去される。
　ユーザがメイン空間213へ移動した後（図８参照）、該ユーザは、該ユーザのスピーカ
及びマイクの一方又は両方を選択的に電源オン又は電源オフにするために、ヘッドホンボ
タン218及びマイクボタン220の一方又は両方をトグルさせることが可能である。図１１に
示すように、ヘッドホングラフィック203、ユーザの妖精192の周囲の同心円204、及びユ
ーザの妖精192上のマイクグラフィック206は、該ユーザがスピーカ及びマイクが両方とも
電源オフになっている際には省略される。
　　２．チャット対話モデル
　図１２を参照する。ユーザは、ツールバー168中のチャットボタン222を選択することに
よりゾーン内の通信者とのチャットを開始することが可能である。ユーザがチャットボタ
ン222を選択したことに応じて別個のチャットウィンドウ224が開く。該チャットウィンド
ウ224は、ツールバー226、チャット領域228、テキストボックス230、及び送信ボタン232
を含む。該ツールバー226は、独立した一組のナビゲーション及び対話制御ボタンを含み
、該ボタンには、ユーザのスピーカのオン／オフをトグルするためのヘッドホンボタン23
4、ユーザのマイクのオン／オフをトグルするためのマイクボタン236、（既述の）人々を
参加させるための加入ボタン238、（既述の）現在のゾーンを去るための退出ボタン242、
及び（以下で説明する）仮想領域中の空間（例えば、部屋）のリストを表示する別個のナ
ビゲーションインタフェイスウィンドウを開くためのルームボタン244が含まれる。図１
２ないし図１４に示すように、チャットログ領域228は、現在アクティブな空間（すなわ
ち、メイン）に関連するイベントのログ、及びユーザが現在アクティブな空間（すなわち
、メイン）内の他の通信者と交換した一連のテキストメッセージを表示する。チャットロ
グ領域228内に記録される例示的な一組のイベントとして、現在アクティブな空間内の通
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信者のプレゼンス状態の変化、及び現在アクティブな空間内の通信者のスピーカ及びマイ
ク設定の変化が挙げられる。該ユーザは、テキストボックス230内にテキストメッセージ
を入力し、送信ボタン232を選択することにより該テキストメッセージを現在アクティブ
な空間内の他の通信者へ送信することが可能である。実施形態によっては、特定の部屋ゾ
ーン内の通信者は、該通信者のチャットメッセージを（該部屋ゾーンと類似した境界を共
有することが多い）別のチャットゾーン内の全ての他の通信者へ送る。このようにして、
所与の部屋は、２つ以上のチャットゾーンを有することができ、及びアプリケーションの
要件が必要とする場合には１つのチャットゾーンは２つ以上の部屋にまたがることができ
る。
　図１５に示すように、ユーザは、チャットウィンドウ224内のミニマップボタン240をト
グルさせて、該チャットウィンドウ224内の現在アクティブな空間のビューを示すミニマ
ップ246を開くことが可能である。該ミニマップ246は、現在アクティブな領域（すなわち
、メイン空間213）並びに該仮想領域の隣接領域のビューを示す。該ミニマップ246は、タ
ブ164のブラウズ領域166と同じタイプのナビゲーション機能を提供する。例えば、ユーザ
は、該ミニマップ246内に表現されている空間を（典型的にはダブルクリックすることに
より）実行するためのコマンドを入力して、仮想領域の対応する空間へとナビゲートする
ことが可能であり、該ユーザはまた、現在提示されている空間の周囲の領域を（典型的に
はダブルクリックすることにより）実行するためのコマンドを入力して、仮想領域の階層
的な空間モデルにおける次に高いレベルのビューを見るべくナビゲートすることが可能で
ある。ミニマップ246はまた、探索ウィンドウ内の現在選択されているゾーンを開くため
の「開く」を探索ボタン248内に含む。
　図１６ないし図１８を参照する。チャットウィンドウ224は、探索インタフェイスウィ
ンドウ162とは分離した別個のものである。該チャットウィンドウ224は、探索インタフェ
イスウィンドウ162の上に重なることができ（図１５）、その逆も可能である（図１６）
。探索インタフェイスウィンドウ162は閉じることが可能であり、ユーザは他の通信者と
の対話を続行し（図１７）、及び該チャットウィンドウ224を介して利用可能となるイン
タフェイス制御を使用して仮想領域内の他の空間へナビゲートすることが可能である（図
１８）。図１８は、ユーザがミニマップ246の東側会議空間215に対応する領域をダブルク
リックすることにより東側会議空間215のビューへとナビゲートした状態を示しており、
該プラットフォームは、該東側会議空間215内に該ユーザのプレゼンスを確立している。
　　３．対話加入モデル
　図１９を参照する。加入ボタン210のユーザ選択に応じて、利用可能な通信者のリスト
が別個のポップアップウィンドウ250内に表示される。該加入ボタン210は、ユーザがプレ
ゼンスを有するそれぞれの領域に付随して提示される。該利用可能な通信者のリスト中の
通信者の一人をユーザが選択したことに応じて、該プラットフォームは、それぞれのゾー
ン内のユーザに参加するよう前記選択された通信者へ招待状を送信する。例えば、図１９
は、（ユーザがプレゼンスを有する）メイン空間に関連して加入ボタン210が提示された
状態を示している。該ユーザは、ウィンドウ250内に表示されている利用可能な通信者の
リスト中の「Elizabeth Baker」を選択している。送信ボタン251の選択に応じて、該プラ
ットフォームは、メイン空間213内のユーザに参加するための招待状（例えば、「メイン
で私とご一緒しませんか」）を名前Elizabeth Bakerに関連づけられた通信者へ送信する
。
　　４．連絡先ウィンドウ
　実施形態によっては、探索インタフェイスは更に、加入ボタンと該ユーザに関連づけら
れた連絡先のリスト並びに該連絡先がプレゼンスを有する各ゾーンの指示を有する連絡先
ウィンドウを含む。ユーザは、該リスト中の連絡先のうちの１つ又は２つ以上を選択する
ことができ、加入ボタンのユーザ選択に応じて、該システムは、該ユーザがプレゼンスを
有するゾーンの各々におけるユーザに参加するよう該選択された連絡先の各々に招待状を
送信する。
　実施形態によっては、空間内の他の通信者のグラフィック表現は、他のオブジェクトの
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ように選択することが可能である。例えば、他の通信者のグラフィック表現のうちの１つ
がユーザにより選択されたことに応じて、探索インタフェイスは、該選択されたグラフィ
ック表現に関連付けられた通信者に関する情報及びユーザ選択可能な制御手段を含む連絡
先ウィンドウを表示する。該ユーザ選択可能な制御手段は、該選択されたグラフィック表
現に関連付けられた通信者から受信したオーディオ信号をユーザが選択的にミュートする
ことを可能にするミュートボタンを含む。
　図２０は、ユーザが該ユーザのリアルタイム連絡に関する通信履歴を該ユーザが見るこ
とを可能にする例示的な連絡先ウィンドウ247を示している。マウスポインタが連絡先の
アバター上に位置したことに応じて、該プラットフォームは、連絡先ウィンドウ247を開
き、該連絡先ウィンドウ247は、該通信者との全ての最近の通信履歴（例えば、テキスト
チャット、音声会話、共有ファイル等）を表示する。図示の実施形態では、該インタフェ
イスは、カレンとの最近のテキストチャットを含み、この場合、該ユーザとカレンとの間
のメッセージが時系列順に垂直方向に列挙されており、該ユーザのメッセージは、左方へ
シフトされたメッセージブロック内に表示され、カレンのメッセージは、右方へシフトさ
れたメッセージブロック内に表示されている。該インタフェイスはまた、Sococo上の他の
ユーザと接続するための基本的な方法を表示する。
・進む　　－連絡先が存在する場所へユーザを連れて行く。
・加入　　－ユーザが居る場所へ通信者を連れてくる。
・テキスト－インスタントメッセージを送る。
・囁く　　－連絡先だけが聞くことができるよう該連絡先のヘッドセット内に混入される
ショートボイスメッセージ（一言の声）を送る。HUDは、該連絡先が存在する場所及び該
連絡先が行っていることを該ユーザに示し、これにより、該ユーザが該ボイスメッセージ
の内容を選択したことを知らせることができる有用なコンテキスト情報を該ユーザに提供
する。
　該プラットフォームは典型的には、ユーザが連続して通信している人々のところに進み
又は該人々を加入させることができるが、より偶発的な連絡先である通信者に対しては、
進行又は加入を行うための許可を確認しなければならない場合がある、スマートデフォル
トを含む。この種の実施形態の構成及び動作に関する更なる詳細は、2008年4月4日出願の
米国特許出願第61/042714号に含まれる（例えば、「HEADS-UP DISPLAY」と題する§VIIを
参照）。
　　５．ミニマップナビゲーション及び対話
　図２１を参照する。上述した制御手段に加えて、ツールバー168はミニマップボタン254
も含む。ユーザは、該ミニマップボタン254を選択して、現在アクティブな空間のビュー
上に重ねてミニマップ256を開くことが可能である。該ミニマップ256は、タブ164のブラ
ウズ領域166内に提示されている現在のビューの上に、仮想領域の階層的な空間モデルに
おける１レベル高い視点から該仮想領域のビューを示す。図２１に示す例示的な状況では
、現在アクティブな空間はメイン空間213であり、ミニマップ256内に示されているビュー
は、Acme空間の間取図に対応するものであり、該Acme空間は、仮想領域の階層的な空間モ
デルにおいて、ブラウズ領域166内に示されているメイン空間213のビューの次に高いレベ
ルに位置するものである。ミニマップ256内のあらゆる画素は、該ミニマップ256内に示さ
れているビューにおける前記画素に対応する場所への個々の参照に関連付けられている。
該ミニマップ256の何れかの部分を実行するためのコマンドをユーザが（典型的にはダブ
ルクリックにより）入力したことに応じて、探索インタフェイスは、タブ164のブラウズ
領域166内の対応する場所のビューを提示する（ターゲットがゾーンである場合には、そ
の新たな場所へ通信者を移動させる）。このため、ユーザは、西側会議空間214、中庭空
間190、及び東側会議空間215等の任意の部分をダブルクリックすることができ、探索イン
タフェイスは、該選択された空間のビューを、該選択された空間にすぐ隣接する仮想領域
の周囲領域と共に、ブラウズ領域166内に提示し、及び該ユーザのプレゼンスをそこに移
動させることになる。
　ユーザはまた、現在アクティブな領域内の任意のオブジェクトを選択することができ、
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ミニマップ256は、該選択に関連するコマンドを示すようツールバーを更新させることに
なる。
　例えば、図２２は、ユーザが図２１に示すメイン空間213のビュー内のテーブルオブジ
ェクト258をダブルクリックした状況を示している。該テーブルオブジェクト258のユーザ
による選択に応じて、探索インタフェイスは、タブ164のブラウズ領域166内に、該テーブ
ルオブジェクト258のズームインビューと該テーブルオブジェクト258の周囲のメイン空間
213の領域とを提示する。更に、探索インタフェイスは、メイン空間213のビューと該メイ
ン空間213の周囲のAcme空間の領域とをミニマップ256内に示す。ツールバー168中に示す
ブレッドクラムボタン207は、仮想領域の階層的な空間モデルにおける現在のレベルに対
応するテーブルボタン259を含む。該ツールバー168はまた、ユーザがクライアントノード
12からネットワークインフラストラクチャサービス環境30により維持されるリポジトリへ
とデータファイルをアップロードすることを可能にするアップロードボタン261を含む。
アップロードすべきデータファイルをユーザが選択したことに応じて、ネットワークイン
フラストラクチャサービス環境30は、該アップロードされたファイルをリポジトリ内に格
納し、該データファイルをテーブルオブジェクト258に関連付けるデータベースレコード
を生成する。メイン空間213に入る他の通信者は、該アップロードされたデータファイル
の内容を見ることができ、及びメイン空間213に関連付けられた統制ルールの影響を受け
、随意選択的に、該データファイルの変更又は削除を行うことが可能となる。
　図２３は、ユーザが図２１に示すメイン空間213のビュー内のテーブルオブジェクト258
上のファイルオブジェクト160を選択して「ビュー」をクリックした（又は該ファイルオ
ブジェクトをダブルクリックした）状況を示している。該ユーザコマンドに応じて、探索
インタフェイスは、タブ164のブラウズ領域166内に、該ファイルオブジェクト260に関連
付けられたデータファイルの内容と、該ファイルオブジェクト260の周囲のテーブルオブ
ジェクト258の領域とのズームインビューを提示する。更に、探索インタフェイスは、テ
ーブルオブジェクト258と該テーブルオブジェクト258の周囲のメイン空間213の領域との
ビューをミニマップ256内に示す。該ミニマップ256はまた、テーブルオブジェクト258上
の選択されたデータファイル260の強調表示されたビュー262を示す。タブ164のツールバ
ー168内に示すブレッドクラムボタン207は、仮想領域の階層的な空間モデルにおける現在
のレベルに対応するproposal.pdfボタン264を含む。該ツールバー168はまた、ユーザが該
選択されたデータファイル260をネットワークインフラストラクチャサービス環境30によ
り維持されるリポジトリからクライアントノード12へとダウンロードすることを可能にす
るダウンロードボタン266を含む。
　図２４は、ユーザが図２１に示すメイン空間213のビュー内のテーブルオブジェクト258
上の会議オブジェクト270をダブルクリックした状況を示している。該会議オブジェクト2
70のユーザ選択に応じて、探索インタフェイスは、タブ164のブラウズ領域166内に、電話
会議インタフェイス272と、該会議オブジェクト270の周囲のテーブルオブジェクト258の
領域とのビューを提示する。該電話会議インタフェイス272は、電話番号を受容するため
のテキストボックス271と、電話サービスに電話番号を送信するためのダイヤルボタン273
とを含み、該電話サービスが、該電話番号に関連付けられたネットワークノードへ前記ク
ライアントノード12を接続する。探索インタフェイスはまた、テーブルオブジェクト258
と該テーブルオブジェクト258の周囲のメイン空間213の領域とのビューをミニマップ256
内に示す。該ミニマップ256はまた、テーブルオブジェクト258上の選択された会議オブジ
ェクト270の強調表示されたビュー274を示す。タブ164のツールバー168内に示されるブレ
ッドクラムボタン207は、仮想領域の階層的な空間モデルにおける現在のレベルに対応す
るPolycomボタン276を含む。
　図２１ないし図２４に示すように、仮想領域の階層的な空間モデルの部屋レベル及びそ
れより下位のレベルでは、ミニマップ256は、上述したように動作する以下の対話及びナ
ビゲーション制御手段に関連付けられる：スピーカボタン280、マイクボタン282、チャッ
トボタン284、加入（又は人々）ボタン286、及び退出ボタン288。
　図２１ないし図２４に示す実施形態では、ミニマップ256は、タブ164のブラウズ領域16
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6内に提示される仮想領域の階層的な空間モデルの連続的な下位のビューの上に重ねられ
たピクチャ・イン・ピクチャ・ビューとして提示される。別の実施形態では、ミニマップ
256は、メインウィンドウ162の上または下にタイル表示することが可能な分離した別個の
ウィンドウ内に提示することが可能であり、又は探索インタフェイスウィンドウ162の別
個のタブ内に提示することが可能である。
　　６．ビュースクリーンオブジェクト
　図２５は、ユーザが図２１に示すメイン空間213のビュー内の壁オブジェクト290をダブ
ルクリックした状況を示している。
　該壁オブジェクト290を実行するためのユーザのコマンドに応じて、探索インタフェイ
スは、タブ164のブラウズ領域166内に、壁オブジェクト290の内容と、該壁オブジェクト2
90の周囲のメイン空間213の領域との2.5次元ビューを提示する。図２５に示す実施形態で
は、選択された壁オブジェクト290は、メイン空間213の北側の壁に対応する。該北側の壁
は、北側の壁オブジェクト290上に提示された（「2」及び「3」とラベル付けされた）一
対のビュースクリーンオブジェクト289,291を含む。該ビュースクリーンオブジェクト289
,291は、メイン空間213の北側の壁に関連付けられたデータファイルの内容を提示するた
めに使用することができる。前記2.5次元ビューはまた、北側壁オブジェクト290の左側及
び右側にそれぞれ配置された西側壁オブジェクト293及び東側壁オブジェクト295を示して
いる。西側壁オブジェクト293及び東側壁オブジェクト295は、それぞれ、（「1」及び「4
」とラベル付けされた）ビュースクリーンオブジェクト293,295を含み、該ビュースクリ
ーンオブジェクト293,295は、それぞれのデータファイルの内容を提示するために使用す
ることができる。
　該インタフェイスはまた、メイン空間213及び該メイン空間213の周囲のAcme空間の領域
のビューをミニマップ256内に示す。該ミニマップ256はまた、メイン空間213内の北側壁
オブジェクト290の強調表示されたビュー292を示す。
　タブ164のツールバー168内に示されているブレッドクラムボタン207は、仮想領域の階
層的な空間モデルにおける現在のレベルに対応する北側壁ボタン294を含む。ツールバー1
68は、ユーザが現在のビューを左右に90°回転させることを可能にする左回転ボタン296
及び右回転ボタン298を含み、これにより、ユーザは、メイン空間213の2.5次元ビューの
中央ビュー領域において該メイン空間の異なる壁の内容を見ることが可能となる。ユーザ
はまた、メイン空間213の2.5次元ビューの中央ビュー領域に提示される内容を変更するた
めに、ミニマップ256内に示されている異なる壁をダブルクリックすることができる。
　図２６は、ユーザが、図２５に示すメイン空間213のビュー内の北側の壁上の（「3」と
ラベル付けされた）ビュースクリーンオブジェクト291を選択した後の探索インタフェイ
スを示している。ユーザは、タブ164のブラウズ領域166内に示されている2.5次元ビュー
の中央ビュー領域に示されているビュースクリーンオブジェクト291の何れかの部分をダ
ブルクリックすることにより、又は図２５に示されているミニマップ256内の対応するビ
ュースクリーンオブジェクトをダブルクリックすることにより、ビュースクリーンオブジ
ェクト291を実行することが可能である。図２５に示すビュースクリーンオブジェクト291
をユーザがダブルクリックしたことに応じて、タブ164のブラウズ領域166は、図２６に示
すように、ビュースクリーンオブジェクト291と該ビュースクリーンオブジェクト291の周
囲の北側壁オブジェクト290の領域とのズームインビューを示す。ユーザは、図２５に示
されているブラウズ領域及びメイン空間213のミニマップビューに戻るために、図２６に
示されているブラウズ領域166内のビュースクリーンオブジェクト291の周囲の北側壁オブ
ジェクト290の何れかの領域をダブルクリックすることが可能である。図２６に示す実施
形態では、ミニマップ256は、壁オブジェクト290の内容並びに該壁オブジェクト290の周
囲のメイン空間の領域の2.5次元ビューを示し、このビューは、仮想領域の階層的な空間
モデルにおける先行レベルに対応するものである。ブレッドクラムボタン207は、仮想領
域の階層的な空間モデルにおける現在のレベルに対応するスクリーン3ボタン302を含む。
ツールバー168は、ユーザがビュースクリーンオブジェクト291（すなわち、スクリーン３
）上に内容が提示されることになる共有データファイルを指定することを可能にする共有
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ボタン304を含み、これにより、メイン空間213内の全ての通信者が該データファイルを同
時に共有することが可能になる。ブラウズ領域166内に示されるビュースクリーンオブジ
ェクト291は共有リンク306を含み、これもまたユーザが共有データファイルを指定するこ
とを可能にする。
　ユーザが共有ボタン304又は共有リンク306を選択したことに応じて、探索インタフェイ
スは、ビュースクリーンオブジェクト291上で内容が共有されることになるデータファイ
ルをユーザが指定することを可能にする別個のソース選択インタフェイスウィンドウ310
を開く。該ソース選択インタフェイスは、データファイル識別子（例えば、ローカルデー
タファイルストレージパス名又はURI（Uniform Resource Identifier））を受容するため
のテキストボックス312と、該データファイル識別子に関する異なる場所をユーザがブラ
ウズすることを可能にするブラウズボタン314とを含む。該データファイル識別子の場所
は、クライアントノード12又は他のネットワークノード上とすることが可能である。ソー
ス選択インタフェイスウィンドウ310はまた、以前にブックマークしたファイル、アプリ
ケーション、又はデータファイル識別子に関するURIのリストをユーザがブラウズするこ
とを可能にするお気に入りボタン316を含む。
　図２８を参照する。ユーザがソース選択インタフェイスでデータファイル識別子を選択
した後、該選択されたデータファイルの内容がブラウズ領域166及びミニマップ256の両方
においてビュースクリーンオブジェクト291上に表示される。図示の実施形態では、指定
されたデータファイルは、円グラフのスライドを含むPowerPoint（登録商標）データファ
イルに対応する。ユーザは、クリアアイコン318を選択することにより、ビュースクリー
ンオブジェクト291上でのデータファイルのプレゼンテーションを終了させることができ
る。
　　７．多数のプレゼンス
　ユーザは、仮想領域内の多数の場所に同時にそれぞれのプレゼンスを有することが可能
である。このようにして、ユーザは、同時に多数の場所で発生する対話を監視し及び該対
話に参加することができる。実施形態によっては、ユーザは、探索インタフェイスを介し
てプレゼンスコピーコマンドを入力することにより、多数の場所の各々にそれぞれプレゼ
ンスを確立する。実施形態によっては、ユーザは、該ユーザが更なるプレゼンスを確立し
たいターゲットゾーンをシフト・クリックすることにより、又は該ターゲットゾーンへの
参照（例えば、ハイパーリンク）をシフト・クリックすることにより（例えば、該ターゲ
ットゾーンにリンクされたブレッドクラム又はプレイスマークをシフト・ダブルクリック
することにより）、プレゼンスコピーコマンドを入力する。ユーザは、オブジェクト又は
ゾーンをシフト・ダブルクリックすることができる（クリックは単にそれを選択するもの
となるため）のに対し、該ユーザは、参照を単にシフトクリックすることができる、とい
うことに留意されたい。参照は選択することができないからである。モニタ上に表示され
ている複数のゾーンのうちの１つのユーザ選択に関連するプレゼンスコピーコマンドの受
信に応じて、該システムは、該選択されたゾーンにおけるユーザの個々のグラフィック表
現を表示する一方、該ゾーンの選択前にユーザがプレゼンスを有していた各ゾーンにおけ
る該ユーザのグラフィック表現を表示し続ける。実施形態によっては、該ユーザのグラフ
ィック表現の各々は、ディスプレイ上の別個のウィンドウ内に提示されるそれぞれのビュ
ー内に表示される。該ウィンドウは、それぞれのユーザ選択可能なタブに関連付けること
が可能であり、該タブの何れかのユーザ選択に応じて、探索インタフェイスが、該選択さ
れたタブに関連付けられたウィンドウの内容のみを、共通の表示領域内に表示する。
　図２９は、図２８に示す探索インタフェイスウィンドウ162を介して（例えば、プレイ
スマークナビゲーション制御手段を使用して）中庭空間190へのリンクをユーザがシフト
クリックした状況を示している。該中庭空間へのリンクのシフトクリック選択に応じて、
該プラットフォームは、前記（第１の）探索インタフェイスウィンドウ162とは独立した
別個の第２の探索インタフェイスウィンドウ320を生成する。該第２の探索インタフェイ
スウィンドウ320は、該第２の探索インタフェイスウィンドウ320のブラウズ領域324内に
提示される中庭空間190のビュー内にユーザの妖精のコピー322が表示される点を除き、あ
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らゆる点で第１の探索インタフェイスウィンドウ162と同じものである。該第２の探索イ
ンタフェイスウィンドウ320は、１つ又は２つ以上のタブを含み、その各々はそれぞれの
ブラウズ領域及びツールバーを有している。該ツールバーは、後退ボタン、前進ボタン、
プレイスメークボタン、及びホームボタンを含む。該ツールバーはまた、中庭空間190に
関連づけられた音声のローカルな（すなわち、クライアントノード12における）サウンド
レンダリングをユーザが独立して制御することを可能にするスピーカボタン326と、クラ
イアントノード12におけるマイクの電源のオン／オフをユーザが行うことを可能にするマ
イクボタン328とを含む。実施形態によっては、該プラットフォームは、ユーザが同時に
プレゼンスを有する複数のゾーンのうちの１つのみに該ユーザがローカルなマイク信号を
選択的に送信することを可能にする。
　ユーザは、第１の探索インタフェイスウィンドウ162とは独立して第２の探索インタフ
ェイスウィンドウ320を操作することができる。例えば、ユーザは、図３０に示すように
、第１の探索インタフェイスウィンドウ162に影響を与えることなく第２の探索インタフ
ェイスウィンドウ320を閉じることが可能である。ユーザはまた、図３１に示すように、
第２の探索インタフェイスウィンドウ320を第１の探索インタフェイスウィンドウ162に対
してディスプレイ上の異なる場所へ移動させることが可能である。他のウィンドウ操作（
例えば、リサイズ、他のウィンドウの上または下へのタイル表示）もまた、第２の探索イ
ンタフェイスウィンドウ320について実行することが可能である。
　　８．ブラウズ領域及び空間
　図３２及び図３３を参照する。探索インタフェイスウィンドウ162に加えて、実施形態
によっては、仮想環境をナビゲートするための更なるツールを該ユーザに提供する別個の
ナビゲーションインタフェイスウィンドウ340をユーザが開くことを可能にする。該ナビ
ゲーションインタフェイスウィンドウ340ｈ、領域タブ342及び部屋タブ344を含む。
　図３２に示すように、領域タブ342は、ユーザに関連付けられている仮想領域（例えば
、Acme領域172及びSococoヘルプデスク174）のグラフィック表現のリストを示す。該仮想
領域リストは、静的なリストとすることが可能であり、又は該ユーザに関連付けられてい
る仮想領域に関する関係データベース36の照会結果に基づいて動的に生成することが可能
である。領域タブ342内に示されている仮想領域のグラフィック表現の何れかをユーザが
選択したことに応じて、該システムは、該選択された領域へユーザが入ったことを反映さ
せるように、探索インタフェイスウィンドウ162内に表示されているビュー、該ユーザの
プレゼンス状態、及び該ユーザのネットワーク接続を自動的に更新させる。
　図３３に示すように、部屋タブ344は、一組のフローティングウィンドウ350,352を示し
、その各ウィンドウは、ユーザに関連付けられている複数の仮想領域のうちの１つ又は２
つ以上の描画可能なゾーンのフィルタリングされたリストに関するものである。図示の実
施形態では、「存在位置」ウィンドウ350は、ユーザがプレゼンスをそれぞれ有する描画
可能なゾーンのグラフィック表現のリストに関連付けられており、「全部」ウィンドウ35
2は、ユーザがプレゼンスをそれぞれ有する仮想領域の各々における描画可能なゾーンの
全てのリストに関連付けられている。更なるフィルタリングされた空間のリストも実施す
ることが可能である。例えば、実施形態によっては、部屋タブ344は、アクティブになっ
ている（すなわち、少なくとも一人を含む）仮想領域の描画可能なゾーンの全てのグラフ
ィック表現のリストに関連付けられたフローティングウィンドウを含む。実施形態によっ
ては、部屋タブ344は、ユーザがかつてプレースマークに関連付けている全ての描画可能
なゾーン（例えば、ユーザの会社に対応するゾーン）のグラフィック表現のリストに関連
付けられたフローティングウィンドウを含む。部屋タブ344内に示されている複数のゾー
ンのグラフィック表現の何れかをユーザが選択したことに応じて、該システムは、該選択
されたゾーン内にユーザが入ったことを反映するように、探索インタフェイスウィンドウ
162内のビュー、ユーザのプレゼンス状態、及びユーザのネットワーク接続を自動的に更
新させる。
　　９．通知
　図３４、図３５、及び図３６を参照する。実施形態によっては、１つ又は２つ以上の仮



(33) JP 2012-515398 A 2012.7.5

10

20

30

想領域の複数のゾーンで発生したイベントの様々な通知を表示する。各通知ウィンドウは
典型的には、該複数のゾーンのそれぞれに関連付けられている単一のイベント（例えば、
新しいチャットメッセージの受信、特定のゾーン内の他の通信者に加わるための招待状の
受信、及び一ゾーンにおける通信者のプレゼンス状態の変化）について記述する。例えば
、図３４は、ユーザがプレゼンスをそれぞれ有する描画可能なゾーンを通信者が出るたび
に通知ウィンドウ360が表示される（例えば、「Frank Rodriguaz がメインを出た。」）
一実施形態を示している。図３５は、ユーザがプレゼンスをそれぞれ有する描画可能なゾ
ーンに通信者が入るたびに通知ウィンドウ362が表示される（例えば、「Frank Rodriguaz
 がメインに入った」）一実施形態を示している。図３６は、ユーザが特定のゾーン内の
他の通信者に加わるための招待状を受信するたびに通知ウィンドウ364が表示される（例
えば、「中庭でご一緒しませんか」という Hand Kim からの招待状）一実施形態を示して
いる。
　実施形態によっては、通知ウィンドウ360,362は、ユーザのデスクトップの隅から動的
にポップアップするいわゆる「トースト」ウィンドウにより実施することが可能である。
　実施形態によっては、通知ウィンドウは、該通知の主題となる個々のゾーンへのハイパ
ーリンクを含む。例えば、図３６に示す実施形態では、通知ウィンドウ364は、中庭空間1
90を参照するハイパーリンクに関連付けられた中庭空間190のグラフィック表現を示すミ
ニマップ366を含む。ユーザが該ハイパーリンクを選択したことに応じて、該プラットフ
ォームは、該ユーザのグラフィック表現を、該選択の前に該ユーザがプレゼンスを有して
いたゾーン（例えば、メイン空間213）からそれぞれのゾーン（例えば、中庭空間190）へ
移動させて、該ユーザのプレゼンスをそれぞれのゾーン（例えば、中庭空間190）内に確
立する。
　　Ｖ．結論
　本書で説明した実施形態は、空間的な仮想通信環境でのナビゲーション及び対話のため
の改良されたシステム及び方法を提供する。これら実施形態は、ユーザが仮想領域をナビ
ゲートすることを可能にするナビゲーション制御手段と、ユーザが仮想領域内の他の通信
者と対話することを可能にする対話制御手段とを含むインタフェイスを提供する。該ナビ
ゲーション制御手段は、ユーザが、仮想領域の階層的な空間モデルとの関連で様々な直観
的なポイント・アンド・クリック・ブラウズ方法を使用して該ユーザのフォーカス（例え
ば、ユーザがプレゼンスを有する仮想領域又は１つ又は２つ以上の現在のゾーンの現在の
ビュー）を変更することを可能にする。実施形態によっては、該インタフェイスは、ユー
ザの現在のフォーカスとの関連で該ユーザの必要性に適したナビゲーション制御手段及び
対話制御手段を適応的に提示するものとなる。
　他の実施形態は、特許請求の範囲内に含まれる。
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